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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯蔵室が備えられる本体と、
　前記本体の前面に形成されている開口部を選択的に開放したり閉鎖したりするように前
記本体に回動可能に設けられたドアと、
　前記ドアを前記本体に回動可能に結合させるヒンジと、
　前記ドアが前記開口部を閉鎖した場合に、前記ドアと前記本体との間において、前記本
体または前記ドアの周辺部に沿って設けられたシーリング部材と、
　第１モードで前記ドアが開放される場合に、前記本体の内部への接近が可能なように前
記ドアに連結され、また、第２モードで前記ドアが開放される場合に、その内部への接近
が可能なように前記本体と連結される貯蔵容器と、を備える冷蔵庫であって、
　前記貯蔵容器の幅は、前記開口部の幅よりも狭く形成され、
　前記冷蔵庫は、前記第１モードで前記貯蔵容器を前記ドアに結合させ、前記第２モード
で前記貯蔵容器を前記本体に結合させる少なくとも一つのラッチと、
　前記第１モード又は前記第２モードの選択を可能にし、前記第１モード又は前記第２モ
ードの選択に基づいて前記ラッチを制御する制御装置と、
　前記貯蔵室に形成された保持案内凹部と、
　前記ラッチに従って動く保持ピンと、をさらに備え、
　前記保持ピンは、前記貯蔵容器を前記本体に結合させるように前記第２モードにおいて
前記保持案内凹部に結合され、
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　前記第１モード時に、前記貯蔵容器は、前記ヒンジに直接連結されていない状態で前記
ドアと共に回転することを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　前記第２モードで、前記貯蔵容器は、前記本体の前面に設けられている前記開口部にお
いて該開口部を横切るように配置され、且つ、前記ドアを開放する場合に、前記貯蔵室へ
の接近が維持されるように設けられる、
　請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記第１モードで、前記貯蔵容器は前記ドアに結合し、且つ、前記ドアの開放時に、前
記貯蔵容器の開放側は前記ドアに対面するように設けられ、前記貯蔵容器の閉鎖側は外部
に露出されるように設けられる、
　請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記第２モードで、前記貯蔵容器は前記本体に結合し、且つ、前記ドアの開放時に、前
記貯蔵容器の閉鎖側は前記貯蔵室の内面に対面するように設けられ、前記貯蔵容器の開放
側は外部に露出されるように設けられる、
　請求項３に記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記シーリング部材は、前記貯蔵容器の周辺を取り囲みながら、前記ドアの内面の周縁
部に沿って設けられ、
　前記第１モード及び前記第２モードで、前記ドアの閉鎖時に前記ドアと前記本体との間
のシーリング状態を具現するように、前記シーリング部材は前記ドアと前記本体との間に
設けられる、
　請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　前記貯蔵室内にある第１室、第２室及び第３室を形成する前記貯蔵容器を区画する少な
くとも一つの隔壁を備え、
　前記第１室の内部と前記第２室の内部は前記第１モードで接近可能であり、
　前記第２室の内部と前記第３室の内部は前記第２モードで接近可能にした、
　請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　前記隔壁は、前記貯蔵室の内部の前後方向に延在する棚を含み、
　前記棚の上部には前記第１室が設けられ、前記棚の下部には前記第２室が設けられ、引
出しが前記第２室にスライド移動可能に設けられている、
　請求項６に記載の冷蔵庫。
【請求項８】
　前記第２モードで前記ドアが開放され、前記貯蔵容器が前記本体に結合している場合に
、前記第２室に接近可能なように、前記貯蔵容器は前記第１室に対応する前記開口部の部
分を横切って配置されている、
　請求項７に記載の冷蔵庫。
【請求項９】
　複数の貯蔵部が備えられる本体と、
　前記本体の前面に形成された開放口を選択的に開放または閉鎖できるように、ヒンジに
よって前記本体に回動可能に取り付けられているドアと、を備える冷蔵庫であって、
　前記複数の貯蔵部は、
　前記本体の内部に設けられる第１貯蔵部と、
　前記本体の内部に設けられ、仕切り壁によって前記第１貯蔵部と区画して分離される第
２貯蔵部と、
　第１モード時に前記ドアに設けられ、第２モード時に前記本体の内部に設けられる第３
貯蔵部と、を備え、
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　前記第１貯蔵部の内部と前記第２貯蔵部の内部は、前記第１モード時に前記ドアが開放
されると接近可能に設けられ、
　前記第２貯蔵部の内部と前記第３貯蔵部の内部は、前記第２モード時に前記ドアが開放
されると接近可能に設けられ、
　前記冷蔵庫は、前記第１モードにおいて、前記第３貯蔵部を前記ドアに結合させ、前記
第２モードにおいて、前記第３貯蔵部を前記本体に結合させる少なくとも一つのラッチと
、
　前記第３貯蔵部の荷重を支持し、前記第１モード及び前記第２モードにおいて、前記第
３貯蔵部の垂直位置及び水平位置を維持する少なくとも一つの位置合せ支持装置と、
　前記第１モード又は前記第２モードの選択を可能にし、前記第１モード又は前記第２モ
ードの選択に基づいて前記ラッチを制御する制御装置と、をさらに備え、
　前記第２貯蔵部は、前記第３貯蔵部の下に位置し、前記第２貯蔵部は引出しを有するこ
とを特徴とする冷蔵庫。
【請求項１０】
　前記第３貯蔵部は、前記第２モード時に前記本体と結合し、前記第１モード時に前記ド
アと結合する補助貯蔵容器を含む、
　請求項９に記載の冷蔵庫。
【請求項１１】
　前記補助貯蔵容器は、
　フレームと、
　前記フレームに設けられた複数の収納棚と、
　前記フレームの一面に設けられ、前記複数の収納棚及び前記フレームに沿って設置され
るカバーと、を備える、
　請求項１０に記載の冷蔵庫。
【請求項１２】
　前記第１モードで、前記フレームは前記ドアの内面に結合し、
　前記カバーは、前記カバーと前記ドアの内面との間に配置される複数のラックが設置さ
れた前記フレームの露出面に結合することによって、前記ドアを開放した場合に前記補助
貯蔵容器の内部への接近を遮断する、
　請求項１１に記載の冷蔵庫。
【請求項１３】
　前記第２モードで、前記フレームと前記カバーは前記第１貯蔵部の外部周辺部に結合し
、
　前記ドアが開放された場合に、前記複数のラックは外部に露出され、前記カバーは前記
第１貯蔵部への接近を遮断する、
　請求項１２に記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に関し、特に、ドアまたは本体に選択的に配置することができる貯蔵
容器を備えた冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、冷蔵庫とは、圧縮機、凝縮機、膨脹弁、蒸発機などからなる冷凍サイクルによ
り生成された冷気を吐き出すことで、庫内の温度を下げ、食べ物などを冷凍または冷蔵保
管する装置をいう。
【０００３】
　冷蔵庫は、食べ物または飲み物を凍らせて保管する冷凍室と、食べ物または飲み物を低
温で保管する冷蔵室と、を有してなることが一般的である。
【０００４】
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　このような冷蔵庫は、冷凍室が冷蔵室の上部に配置されているトップマウントタイプ（
Ｔｏｐ　Ｍｏｕｎｔ　Ｔｙｐｅ）と、冷凍室が冷蔵室の下部に配置されているボトムフリ
ーザータイプ（Ｂｏｔｔｏｍ　Ｆｒｅｅｚｅｒ　Ｔｙｐｅ）と、冷凍室と冷蔵室が隔壁に
より左右に区画しているサイドバイサイドタイプ（Ｓｉｄｅ　Ｂｙ　Ｓｉｄｅ　Ｔｙｐｅ
）とに分類される。
【０００５】
　冷蔵庫は、冷凍サイクルを循環する冷媒と熱交換しながら発生する冷気を用いて冷凍室
または冷蔵室のような貯蔵室を冷却する。そのため、冷蔵庫における貯蔵室の内部は、通
常、外部より低い温度に維持される。
【０００６】
　冷凍室及び冷蔵室は、冷蔵庫の本体となるキャビネットの内部に設けられ、それぞれ、
冷凍室ドア及び冷蔵室ドアにより選択的に開閉される。
【０００７】
　冷凍室ドア及び冷蔵室ドアは、前面が開口されている冷凍室と冷蔵室に回動可能に取り
付けられ、各ドアには、貯蔵室内部の密閉のためにガスケットが設けられている。
【０００８】
　冷凍室ドアまたは冷蔵室ドアには、小さい貯蔵品を貯蔵するための貯蔵容器が設けられ
ていてもよい。
【０００９】
　近年、多様な消費者の要求に対応し、且つドアを頻繁に開閉するに伴う冷気の損失を防
止するために、冷蔵室ドアまたは冷凍室ドアに貯蔵容器の入口となる開口部を形成し、貯
蔵容器のドアを当該冷蔵室ドアまたは冷凍室ドアに対して回動可能に取り付ける構造が開
発され使用されている。
【００１０】
　このような貯蔵容器ドアを開き、ドアを貫通する空間に設けられている収納空間から食
べ物を取り出したり、収納空間に食べ物を収納したりすることができる。
【００１１】
　貯蔵容器ドアには、例えば、韓国公開特許１０－２０１１－００６７９５２に開示され
ているように、冷蔵室ドアまたは冷凍室ドアの中間部に開口部を形成し、該開口部を開閉
するように上下に回動可能に取り付けられた貯蔵容器ドアがある。
【００１２】
　冷蔵室ドアまたは冷凍室ドアが冷蔵庫本体にヒンジで回動可能に取り付けられており、
該冷蔵室ドアまたは冷凍室ドアに貯蔵容器ドアが回動可能に取り付けられる構成となって
いる。
【００１３】
　冷蔵室ドア及び冷凍室ドアでは、冷蔵庫本体の前面に接する内面周縁部に、冷蔵室及び
冷凍室の密閉のためにガスケットが設けられている。
【００１４】
　同様に、貯蔵容器ドアの内面周縁部における、冷凍室または冷蔵室ドアと接する部位に
も、貯蔵容器ドア内部の収納空間を密閉するためのガスケットが設けられている。
【００１５】
　しかしながら、冷凍室または冷蔵室ドアと貯蔵容器ドアには別途のガスケットがそれぞ
れ設けられているため、貯蔵容器ドアがなく、ガスケットが１つのみ設けられている場合
に比べて、２つのガスケットから冷気損失がより増加してしまうという問題点があった。
【００１６】
　また、ガスケットに接する部位である、本体の前面、及び冷蔵室または冷凍室ドアの前
面には、内外部の温度差により結露が発生するが、これを防止するためには、それらの箇
所にヒータを内蔵して加熱しなければならなかった。
【００１７】
　そのため、結露を防止するためのヒータが２個必要となり、その分、消費電力が増加す
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るといった問題点もあった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明は、上記の従来における問題点を解決するために案出されたもので、ドアに別途
の貯蔵容器ドアを備えず、貯蔵容器が本体とドアとの間に選択的に着脱自在に結合して支
持されるようにした冷蔵庫を提供することを課題の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記課題を達成するために、本発明の一態様は、貯蔵室が備えられる本体と、前記本体
の前面に形成されている開口部を選択的に開放したり閉鎖したりするように前記本体に回
動可能に設けられたドアと、前記ドアを前記本体に回動可能に結合させるヒンジと、前記
ドアが前記開口部を閉鎖した場合に、前記ドアと前記本体との間において、前記本体また
は前記ドアの周辺部に沿って設けられたシーリング部材と、第１モードで前記ドアが開放
される場合に、前記本体の内部への接近が可能なように前記ドアに連結され、また、第２
モードで前記ドアが開放される場合に、その内部への接近が可能なように前記本体と連結
される貯蔵容器と、を備え、前記貯蔵容器の幅は、前記開口部の幅よりも狭く形成されて
いることを特徴とする冷蔵庫を提供する。
【００２０】
　前記冷蔵庫は、前記第１モード時に前記貯蔵容器を前記ドアに結合させ、前記第２モー
ド時に前記貯蔵容器を前記本体に結合させる少なくとも一つのラッチ装置と、前記第１モ
ード時と前記第２モード時に、前記貯蔵容器の荷重を支持し、前記貯蔵容器の水平位置と
垂直位置を維持させる連結支持装置と、を有する貯蔵容器支持アセンブリをさらに備える
ことができる。
【００２１】
　前記第１モード時に、前記貯蔵容器は、前記ヒンジに直接連結されていない状態で前記
ドアと共に回転することができる。
【００２２】
　前記第２モードで、前記貯蔵容器は、前記本体の前面に設けられている前記開口部にお
いて該開口部を横切るように配置され、且つ、前記ドアを開放する場合に、前記貯蔵室へ
の接近が維持されるように設けられることが好ましい。
【００２３】
　前記第１モードで、前記貯蔵容器は前記ドアに結合し、且つ、前記ドアの開放時に、前
記貯蔵容器の開放側は前記ドアに対面するように設けられ、前記貯蔵容器の閉鎖側は外部
に露出されるように設けられることが好ましい。
【００２４】
　前記第２モードで、前記貯蔵容器は前記本体に結合し、且つ、前記ドアの開放時に、前
記貯蔵容器の閉鎖側は前記貯蔵室の内面に対面するように設けられ、前記貯蔵容器の開放
側は外部に露出されるように設けられることが好ましい。
【００２５】
　また、前記シーリング部材は、前記貯蔵容器の周辺を取り囲みながら、前記ドアの内面
の周縁部に沿って設けられ、前記第１モード及び前記第２モードで、前記ドアの閉鎖時に
前記ドアと前記本体との間のシーリング状態を具現するように、前記シーリング部材は前
記ドアと前記本体との間に設けられるとよい。
【００２６】
　また、前記冷蔵庫は、前記貯蔵室と前記ドアに前記貯蔵容器を選択的に結合させる貯蔵
容器支持アセンブリと、前記第１モードと前記第２モードの選択のために設けられ、前記
第１モードと前記第２モードの選択に基づいて前記貯蔵容器支持アセンブリを制御する制
御装置と、をさらに備えることができる。
【００２７】
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　ここで、前記貯蔵容器支持アセンブリは、前記第１モードで前記貯蔵容器を前記ドアに
着脱自在に結合させ、前記第２モードで前記貯蔵容器を前記本体に着脱自在に結合させる
ラッチ装置と、前記第１モードと前記第２モードで前記貯蔵容器の荷重を支持し、前記第
１モードと前記第２モードで前記貯蔵容器の水平位置及び垂直位置を維持させる連結支持
装置と、を備えることができる。
【００２８】
　また、前記制御装置は、前記第１モード時に前記ラッチ装置と結合し、前記第２モード
時に前記ラッチ装置と結合解除されるとよい。
【００２９】
　また、前記貯蔵室内にある第１室、第２室及び第３室を形成する前記貯蔵容器を区画す
る少なくとも一つの隔壁を備え、前記第１室の内部と前記第２室の内部は前記第１モード
で接近可能であり、前記第２室の内部と前記第３室の内部は前記第２モードで接近可能に
することができる。
【００３０】
　また、前記隔壁は、前記貯蔵室の内部の前後方向に延在する棚を含み、前記棚の上部に
は前記第１室が設けられ、前記棚の下部には前記第２室が設けられ、引出しが前記第２室
にスライド移動可能に設けられているとよい。
【００３１】
　また、前記第２モードで前記ドアが開放され、前記貯蔵容器が前記本体に結合している
場合に、前記第２室に接近可能なように、前記貯蔵容器は前記第１室に対応する前記開口
部の部分を横切って配置されることが好ましい。
【００３２】
　上記課題を達成するために、本発明の他の態様は、複数の貯蔵部が備えられる本体と、
前記本体の前面に形成された開放口を選択的に開放または閉鎖できるように、ヒンジによ
って前記本体に回動可能に取り付けられているドアと、を備え、前記複数の貯蔵部は、前
記本体の内部に設けられる第１貯蔵部と、前記本体の内部に設けられ、仕切り壁によって
前記第１貯蔵部と区画して分離される第２貯蔵部と、第１モード時に前記ドアに設けられ
、第２モード時に前記本体の内部に設けられる第３貯蔵部と、を備え、前記第１貯蔵部の
内部と前記第２貯蔵部の内部は、前記第１モード時に前記ドアが開放されると接近可能に
設けられ、前記第２貯蔵部の内部と前記第３貯蔵部の内部は、前記第２モード時に前記ド
アが開放されると接近可能に設けられることを特徴とする冷蔵庫を提供する。
【００３３】
　ここで、前記第３貯蔵部は、前記第２モード時に前記本体と結合し、前記第１モード時
に前記ドアと結合する補助貯蔵容器を含むことができる。
【００３４】
　前記補助貯蔵容器は、フレームと、前記フレームに設けられた複数の収納棚と、前記フ
レームの一面に設けられ、前記複数の収納棚及び前記フレームに沿って設置されるカバー
と、を備えることができる。
【００３５】
　また、前記第１モードで、前記フレームは前記ドアの内面に結合し、前記カバーは、前
記カバーと前記ドアの内面との間に配置される複数のラックが設置された前記フレームの
露出面に結合することによって、前記ドアを開放した場合に前記補助貯蔵容器の内部への
接近を遮断することが好ましい。
【００３６】
　また、前記第２モードで、前記フレームと前記カバーは前記第１貯蔵部の外部周辺部に
結合し、前記ドアが開放された場合に、前記複数のラックは外部に露出され、前記カバー
は前記第１貯蔵部への接近を遮断することが好ましい。
【００３７】
　上記課題を達成するために、本発明のさらに他の態様は、少なくとも一つの貯蔵室を備
える本体と、前記少なくとも一つの貯蔵室に対応する前記本体の前面に形成されている開



(7) JP 5658198 B2 2015.1.21

10

20

30

40

50

口部を選択的に開閉するように前記本体に回動可能に設けられたドアと、第１モードで前
記ドアに結合し、第２モードで前記本体に結合するように設けられた貯蔵容器と、を備え
、前記貯蔵容器は、フレームと、前記フレームにおける対向する辺の間に設けられた複数
の収納棚と、前記フレームの第１面と、前記フレームの第１面に対応する前記複数の収納
棚の第１面を覆うカバーと、を備え、前記貯蔵容器が、前記第１モード及び前記第２モー
ドで前記ドアの閉鎖時に前記貯蔵室に収容され、前記第２モードで前記ドアの開放時に前
記貯蔵室に収容されるように、前記貯蔵容器の高さ及び幅は、前記開口部の高さ及び幅よ
りも小さく形成されていることを特徴とする冷蔵庫を提供する。
【００３８】
　ここで、前記貯蔵室の周辺を取り囲み、前記ドアの内面の周縁に沿って配置されるシー
リング部材をさらに備えることができ、前記シーリング部材は、前記貯蔵室と前記ドアと
の間に設けられ、前記ドアの閉鎖時に、前記貯蔵室と前記ドアとの間の隙間をシールする
とよい。
【００３９】
　また、前記冷蔵庫は、前記第１モードで前記貯蔵容器を前記ドアに着脱自在に結合させ
、前記第２モードで前記貯蔵容器を前記本体に着脱自在に結合させるラッチ装置と、前記
第１モードと前記第２モードで前記貯蔵容器の荷重を支持し、前記第１モードと前記第２
モードで前記貯蔵容器の水平位置及び垂直位置を維持させる連結支持装置と、をさらに備
えることができる。
【００４０】
　また、前記第１モードで、前記ドアの開放時に、前記複数の収納棚の第２面が前記ドア
の内面に対向し且つ前記カバーが外部に露出されるように前記貯蔵容器が前記ドアに結合
され、前記第２モードで、前記ドアの開放時に、前記カバーが前記貯蔵室の内部に対向し
且つ前記複数の収納棚の第２面が開放されて外部に露出されるように前記貯蔵容器が前記
本体に結合されると好ましい。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明の冷蔵庫によれば、補助ドアは省き、メーンドアのみ備えたため、２個のガスケ
ットを通じた冷気損失と２個のヒータによる電力消費を低減することが可能になる。
【００４２】
　また、一つのドア内側において本体とドアとの間に貯蔵容器が着脱自在に結合して支持
されるようにした冷蔵庫としたため、使用者が便利に使用することができる。
【００４３】
　貯蔵容器に使用者が貯蔵品を収納したり取り出したりする場合に、貯蔵容器が貯蔵室の
前方を密閉するため、貯蔵室の冷気損失を防止することができる。
【００４４】
　一方、ボタンによって動作するラッチ装置が設けられ、ラッチ装置の動作によって貯蔵
容器とドアが結合または分離可能である。
【００４５】
　すなわち、使用者が貯蔵室に接近する必要がある場合に、ボタンを押さないでドアを引
くと、ラッチ装置によってドアと貯蔵容器とが結合して同時に開いて貯蔵室が開放される
。
【００４６】
　逆に、使用者が貯蔵容器に接近する必要がある場合に、ボタンを押してドアを引くと、
ラッチ装置によってドアと貯蔵容器とが分離され、貯蔵容器は貯蔵室の入口に結合し、貯
蔵容器が開放される。
【００４７】
　一方、ラッチ装置は、掛止部と、掛止部を運動させる運動案内部と、掛止部と固定部材
の分離時に掛止部の回転を制限する回転制限部と、を備えることによって、より正確で速
かに貯蔵容器とドアとの間、または貯蔵容器と本体との間の結合を可能にさせる。
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【００４８】
　さらに、ラッチ装置に加えて、貯蔵容器とドアとの間に連結または連結解除がなされる
ようにする連結支持装置が設けられることによって、貯蔵容器がドアに結合する場合に、
その結合をより安定的にすることができる。
【００４９】
　また、使用者が貯蔵容器に貯蔵品を収納したり取り出したりする場合に、貯蔵容器がド
アに装着されるのではなく本体に安定的に支持されるため、ドアの回動によって収納物が
揺れることを防止することができる。
【００５０】
　また、貯蔵容器が装着された位置にかかわらず、貯蔵室と別に設けられ、ドアを開いた
時に食べ物を取り出せる補助貯蔵室を備え、冷蔵庫をより便利に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明に係る冷蔵庫において貯蔵容器が開放されている状態を示す斜視図である
。
【図２】本発明に係る冷蔵庫において貯蔵室が開放されている状態を示す斜視図である。
【図３Ａ】本発明に係る貯蔵容器の様々な配置位置を示す平断面図である。
【図３Ｂ】本発明に係る貯蔵容器の様々な配置位置を示す平断面図である。
【図３Ｃ】本発明に係る貯蔵容器の様々な配置位置を示す平断面図である。
【図４】本発明に係る貯蔵容器とドアの分解斜視図である。
【図５】本発明に係る連結支持装置が貯蔵容器に設けられている様子を示す斜視図である
。
【図６】本発明に係る連結支持装置が貯蔵容器に設けられている様子を示す斜視図である
。
【図７Ａ】本発明に係る連結支持装置の斜視図である。
【図７Ｂ】本発明に係る連結支持装置の斜視図である。
【図８】本発明に係る連結支持装置の分解斜視図である。
【図９】本発明に係る連結支持装置とドアの固定部とが連結されている状態を示す側面図
である。
【図１０】本発明に係る連結支持装置とドアの固定部とが分離されている状態を示す側面
図である。
【図１１】本発明に係るドアの固定部と固定部材の斜視図である。
【図１２】本発明の連結支持装置の他の実施例を示す斜視図である。
【図１３】連結支持装置の留め金が回動して開いている状態を示す斜視図である。
【図１４】図１２における連結支持装置において過回転防止突部を示すために、連結支持
装置のブラケット一側部を省略して示す斜視図である。
【図１５】図２における冷蔵庫において補助貯蔵室の引出しが分離されている状態を示す
斜視図である。
【図１６Ａ】図２における冷蔵庫において補助貯蔵室の引出しを示す斜視図である。
【図１６Ｂ】図２における冷蔵庫において補助貯蔵室の引出しを示す斜視図である。
【図１７】貯蔵容器を分離して示す斜視図である。
【図１８】図１７における貯蔵容器にローラ装置が装着されている様子を示す斜視図であ
る。
【図１９Ａ】本発明のローラ装置を示す斜視図である。
【図１９Ｂ】本発明のローラ装置を示す斜視図である。
【図２０】図１９Ａ及び図１９Ｂにおけるローラ装置の分解斜視図である。
【図２１】ローラ装置が本体側に結合して支持されている状態を示す部分側断面図である
。
【図２２】ローラ装置がドアのローラ支持突部に接している状態を示す部分側断面図であ
る。
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【図２３】本発明に係る第１ラッチ装置が貯蔵容器に装着される様子を示す斜視図である
。
【図２４】本発明に係る第１ラッチ装置の斜視図である。
【図２５】本発明に係る第１ラッチ装置の分解斜視図である。
【図２６】本発明に係る第２ラッチ装置が貯蔵容器に装着される様子を示す斜視図である
。
【図２７】本発明に係る第２ラッチ装置の斜視図である。
【図２８】本発明に係る第２ラッチ装置の分解斜視図である。
【図２９】本発明に係るドアとラッチスイッチ装置の斜視図である。
【図３０】本発明に係る貯蔵容器とドアの分解斜視図である。
【図３１】本発明に係る第１ラッチ装置の他の実施例が貯蔵容器に装着される様子を示す
斜視図である。
【図３２】本発明に係る第２ラッチ装置の他の実施例が貯蔵容器に装着される様子を示す
斜視図である。
【図３３】本発明に係る第１ラッチ装置及び第２ラッチ装置の他の実施例の斜視図である
。
【図３４】本発明に係る第１ラッチ装置の他の実施例の分解斜視図である。
【図３５】本発明に係る第２ラッチ装置の他の実施例の分解斜視図である。
【図３６】本発明に係る第１、２ラッチ装置の他の実施例の掛止部が連結部によって連結
される様子を示す斜視図である。
【図３７】図３６において第１、２ラッチ装置の他の実施例の掛止部が連結部によって連
結される様子を示す拡大斜視図である。
【図３８】本発明に係る第１ガイド支持部と固定部材の斜視図である。
【図３９】本発明に係る第２ガイド支持部と固定部材の斜視図である。
【図４０】ドア取手の一側に装着されるラッチスイッチ装置のリンク構造を示す斜視図で
ある。
【図４１】ラッチスイッチ装置の分解斜視図である。
【図４２】ラッチスイッチ装置の作動を示すためにリンク部材の軸方向から見た側面図で
ある。
【図４３】図４２におけるラッチスイッチ装置においてボタンを押してリンク部材が回動
してある状態を示す側面図である。
【図４４】ドア取手の一側に装着されるラッチスイッチ装置とストッパ装置の構造を示す
斜視図である。
【図４５】ラッチスイッチ装置の分解斜視図である。
【図４６】ラッチスイッチ装置とストッパ装置の作動を示すためにリンク部材の軸方向か
ら見た側面図である。
【図４７】図４６におけるラッチスイッチ装置とストッパ装置が作動した状態を示す側面
図である。
【図４８Ａ】本発明に係る第１ラッチ装置及び第２ラッチ装置に固定部材が結合している
様子を示す平面図である。
【図４８Ｂ】本発明に係る第１ラッチ装置及び第２ラッチ装置に固定部材が結合している
様子を示す平面図である。
【図４９】図４８Ａ及び図４８Ｂにおいて掛止部の位置を示す平面図である。
【図５０Ａ】図４８Ａ及び図４８Ｂにおいて固定部材と第１、２ラッチ装置及び第１、２
ガイド支持部との関係を示す平断面図である。
【図５０Ｂ】図４８Ａ及び図４８Ｂにおいて固定部材と第１、２ラッチ装置及び第１、２
ガイド支持部との関係を示す平断面図である。
【図５１Ａ】本発明に係る第１ラッチ装置と固定部材とが分離される様子を示す平面図で
ある。
【図５１Ｂ】本発明に係る第１ラッチ装置と固定部材とが分離される様子を示す平面図で
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ある。
【図５２】図５１Ａ及び図５１Ｂにおいて掛止部の位置を示す平面図である。
【図５３Ａ】図５１Ａ及び図５１Ｂにおいて固定部材と第１、２ラッチ装置及び第１、２
ガイド支持部との関係を示す平断面図である。
【図５３Ｂ】図５１Ａ及び図５１Ｂにおいて固定部材と第１、２ラッチ装置及び第１、２
ガイド支持部との関係を示す平断面図である。
【図５４】本発明においてストッパ溝にストッパが挿入されている場合を示す図である。
【図５５】本発明においてストッパ溝からストッパが離脱した場合を示す図である。
【図５６】ドアに設けられる固定部と貯蔵容器に設けられる貯蔵容器支持アセンブリによ
ってドア及び貯蔵容器が連結されている状態を示す側断面図である。
【図５７】ドアに設けられる固定部と貯蔵容器に設けられる貯蔵容器支持アセンブリによ
ってドア及び貯蔵容器が分離されている状態を示す側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の好適な実施例を詳細に説明する。
【００５３】
　図１は、本発明に係る冷蔵庫の斜視図であり、図２は、図１の冷蔵庫において貯蔵容器
がドアに結合された状態でドアが開いている様子を示す斜視図であり、図３Ａ乃至図３Ｃ
は、ドアと貯蔵容器の分解斜視図である。
【００５４】
　図１及び図２に示すように、本発明に係る冷蔵庫は、内部に貯蔵室２０が設けられる本
体１０と、本体の前面開口部を開閉するドア３０と、本体とドアとの間において着脱自在
に結合して支持される貯蔵容器１００と、貯蔵容器１００とドア３０との間に設けられて
貯蔵容器１００がドア３０に選択的に支持されるようにする連結支持装置２００と、を備
える。
【００５５】
　一方、ドア３０の背面において連結支持装置２００の位置に対応する部位には、連結支
持装置２００が選択的に掛け止められる固定部２１０が設けられる。
【００５６】
　固定部２１０は、他のドア４０の背面内部に設けられてもよい。
【００５７】
　連結支持装置２００は、本体１０の貯蔵室２０の入口縁と接触するか否かによって固定
部２１０と連結または連結解除される。
【００５８】
　ここでは、貯蔵室２０として、上部に冷蔵室が設けられており、下部に冷凍室が設けら
れている冷蔵庫が示されているが、冷蔵室と冷凍室が置き換わったり、左右に設けられて
いたりするタイプの冷蔵庫にも同様の適用が可能である。
【００５９】
　冷蔵庫のドア３０，４０はそれぞれ冷蔵室と冷凍室の前面開口部を開閉するように、本
体の一側にヒンジ部１３で回動可能に取り付けられている。
【００６０】
　図４に示すように、ドア３０の内面の周縁には、本体１０の前面と接する部位に密閉の
ためにシーリング用のガスケット３１が設けられている。
【００６１】
　一方、ガスケット３１は本体１０の前面に設けられてもよい。
【００６２】
　ドア３０，４０はそれぞれ取手３２，４２を有している。特に、貯蔵容器１００が装着
されるドア３０の取手３２は、ドア３０の左下側の隅部に設けられることが好ましい。
【００６３】
　貯蔵容器１００は、図１及び図２に示すように、本体１０とドア３０に選択的に着脱自
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在に支持される。
【００６４】
　貯蔵容器１００は、ヒンジ部１３と連結されることなくドア３０または本体１０に直接
設置される（図３Ｂ参照）。
【００６５】
　すなわち、貯蔵容器１００は、ヒンジ部１３に干渉されることなく設置されることで、
ドア３０に装着される場合は、ヒンジ部１３の助力なしでドア３０と共に回動運動をする
ことができる。
【００６６】
　そのために、貯蔵容器１００とドア３０との間、または貯蔵容器１００と本体１０との
間の連結または連結解除のための別途の装置が設けられる。
【００６７】
　当該装置は、連結支持装置２００、第１ラッチ装置（図２４、図３１参照、５２０）及
び第２ラッチ装置（図２７、図３１参照、５３０）、第１ガイド支持部（図３８、５１０
）及び第２ガイド支持部（図３９、５４０）、第１、２ラッチ装置５２０，５４０の一部
が選択的に挿入されるストッパ溝（図３１、図３２参照、１１１、１２１）、及び掛止案
内溝（図３１、３２参照、１１２、１２２）を含む。
【００６８】
　このような装置を、貯蔵容器支持アセンブリと総称する。
【００６９】
　図１は、使用者が貯蔵容器１００に物を収納したり取り出したりするように貯蔵容器１
００が本体１０に設置されており、ドア３０を開いたとき、貯蔵容器１００の前面が露出
される場合を示す。
【００７０】
　この場合、本体１０の貯蔵室２０中の冷気は貯蔵容器１００により保持される。
【００７１】
　図２は、使用者が貯蔵室２０に物を収納したり取り出したりするように貯蔵容器１００
がドア３０に設置されており、ドア３０を開いたとき、貯蔵室２０の前面が露出される場
合を示す。
【００７２】
　ドア３０の取手３２の上端部には、貯蔵容器１００の結合位置を本体１０からドア３０
に切り替えるボタン６１０が設けられているとよい。
【００７３】
　本発明では、貯蔵容器支持アセンブリの一部の構成の動作を選択的に制御する制御装置
を備える。該制御装置６００はドアに設けられ、ドアの外部で操作可能な構成とする。
【００７４】
　制御装置６００は、ボタン６１０、及び該ボタン６１０と連結される種々の構成要素を
有する。
【００７５】
　使用者がボタン６１０を押した状態でドア３０を開くと、図１に示すように、貯蔵容器
１００がドア３０と分離されて貯蔵室２０に結合した状態となる。
【００７６】
　そのため、補助貯蔵室４００の前面が露出される。
【００７７】
　ボタン６１０の作動関係の詳細については後述する。
【００７８】
　貯蔵容器１００は本体１０と冷蔵室ドア３０にそれぞれ支持され、且つその位置が保持
されるような構成としなければならない。
【００７９】
　そのために、本発明の冷蔵庫は、図４に示すように、貯蔵容器１００に第１、２ラッチ
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装置５２０，５３０を設けることで、貯蔵容器１００がドア３０または貯蔵室２０に選択
的に支持され固定されるようにする。
【００８０】
　このとき、連結支持装置２００の下部部分は貯蔵容器１００に覆われて外部には露出さ
れず、本体１０の貯蔵室２０の入口縁２４と接触する部分のみが上部に突出して露出され
るようになっている。
【００８１】
　図３Ａ乃至図３Ｃは、本発明に係る冷蔵庫において貯蔵容器１００の位置による状態を
示す図である。
【００８２】
　図３Ａには、ドア３０が本体１０の貯蔵室２０を閉鎖した状態における貯蔵容器１００
の位置を示す。
【００８３】
　この場合、貯蔵容器１００は、本体１０に連結されて貯蔵室２０の前面を覆うこともで
き、ドア３０に連結されて貯蔵室２０の前面を覆うこともできる。
【００８４】
　ここで、貯蔵容器支持アセンブリは、本体１０、貯蔵容器１００、ドア３０に設けられ
ることで、選択的に、貯蔵容器１００が本体１０またはドア３０に装着されるようにする
。
【００８５】
　図３Ｂに示すように、貯蔵容器支持アセンブリが第１モードとなり、ドア３０と貯蔵容
器１００とを連結することができる。
【００８６】
　第１モードを行うための貯蔵容器支持アセンブリを構成する各下位概念の装置の動作に
ついては後述する。
【００８７】
　貯蔵容器支持アセンブリがドア３０と貯蔵容器１００とを連結し、使用者がドア３０を
回動させると、貯蔵容器１００がドア３０と共に回動し、これによって貯蔵室２０の前面
が開放または閉鎖される。
【００８８】
　使用者は、貯蔵室２０から物品を取り出したり、貯蔵室２０に物品を収納したりするこ
とができる。
【００８９】
　一方、図３Ｃに示すように、貯蔵容器支持アセンブリが第２モードになり、本体１０と
貯蔵容器１００とを連結することができる。第２モードを行うための貯蔵容器支持アセン
ブリを構成する各下部装置の動作については後述する。
【００９０】
　貯蔵容器支持アセンブリが本体１０と貯蔵容器１００とを連結すると、貯蔵容器１００
は貯蔵室２０の入口に連結され、その位置が固定される。
【００９１】
　この状態で使用者がドア３０を回動させると、貯蔵容器１００は動かずその位置を維持
し、これによって貯蔵容器１００の前面が開放または閉鎖される。
【００９２】
　貯蔵容器１００の前面は開放されているため、ドア３０が開放されると、使用者は貯蔵
容器１００から物品を取り出したり、貯蔵室２０に物品を収納したりすることができる。
【００９３】
　この時、貯蔵室２０の内部は外部に露出されない。
【００９４】
　図４に示すように、貯蔵容器１００は、貯蔵容器１００の枠部となるフレーム１１０と
、フレーム１１０に装着される一つ以上の収納棚１２０と、フレーム１１０と後方から結
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合して、本体の貯蔵室２０と分離される収納空間を形成するカバー１３０と、を有するこ
とができる。
【００９５】
　フレーム１１０は、全体的に四角形の枠部を形成し、金属材質からなることが好ましい
。
【００９６】
　フレーム１１０の内側には一つ以上の収納棚１２０を着脱自在に装着することができる
。該収納棚１２０は、貯蔵容器１００が概して上下方向に長い直方体状の収納空間を形成
することから、空間活用度を高めるために貯蔵容器１００の内部の収納空間を複数個に区
画する役割を果たす。
【００９７】
　そのために、収納棚１２０は、２個以上が上下方向に所定の間隔をおいて配置されるこ
とが好ましい。
【００９８】
　また、貯蔵容器１００は、その内部収納空間を本体内部の貯蔵室２０と分離するために
、フレーム１１０の後方から結合されるカバー１３０を有する。
【００９９】
　カバー１３０は、収納棚１２０がフレーム１１０に装着された状態でフレーム１１０の
後方からフレーム１１０の外側面を取り囲むようにネジなどで結合するとよい。
【０１００】
　カバー１３０は冷蔵室２０に対向するように配置されるとよい。
【０１０１】
　カバー１３０は、透明な材質で形成することが好ましい。
【０１０２】
　貯蔵容器１００が本体１０に装着された状態でドア３０が開いた場合に、使用者は、透
明なカバー１３０を通して本体の貯蔵室２０の内部を見ることができる。
【０１０３】
　また、貯蔵容器１００がドア３０に装着された状態でドアが開いた場合に、使用者は、
透明なカバー１３０を通して貯蔵容器の内部収納空間を見ることができ、より便利に冷蔵
庫を使用することができる。
【０１０４】
　一方、貯蔵容器１００は収納棚１２０のみで構成してもよく、この場合、貯蔵容器支持
アセンブリの一部は収納棚１２０に設けることができる。
【０１０５】
　この場合には、収納棚１２０と収納棚１２０との間から冷蔵室２０を見ることができる
。
【０１０６】
　連結支持装置２００はフレーム１１０の上面中央部に配置することが好ましく、ドア３
０の背面には連結支持装置２００と選択的に連結される固定部２１０を設けることができ
る。
【０１０７】
　固定部２１０は連結支持装置２００の位置に対応するようにドア３０の背面の上部に配
置するとよい。
【０１０８】
　一方、図４には、正面から見た時に、ドア３０の左下側の隅部に装着される取手３２、
貯蔵容器１００の左下側の隅部と左上側の隅部に設けられる第１、２ラッチ装置５２０，
５３０、及び貯蔵容器１００の右下側の隅部と右上側の隅部に設けられる第１、２ガイド
支持部５１０，５４０が示されている。
【０１０９】
　ドア３０の取手が取り付けられている部分には、ラッチ装置５２０を加圧してラッチ装
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置５２０を動作させるラッチスイッチ装置６００が設けられる。
【０１１０】
　ラッチスイッチ装置６００が貯蔵容器支持アセンブリの動作を選択的に制御する制御装
置を構成する。
【０１１１】
　ラッチスイッチ装置６００は、ボタン６１０と連動してドア３０の後方向に力を加え、
ラッチスイッチ装置６００の動作によってラッチ装置５２０が動作して、ドア３０と貯蔵
容器１００との間の結合状態または掛止状態を解除することができる。
【０１１２】
　すなわち、ボタン６１０を押さないと、ドア３０と貯蔵容器１００との間の結合状態ま
たは掛止状態が維持され、ボタン６１０を押すと、ドア３０と貯蔵容器１００との間の結
合状態または掛止状態が解除され、貯蔵容器１００と本体１０とが結合または掛止状態と
なる。
【０１１３】
　取手３２はドア３０の一側面にネジで結合するとよく、取手３２には、取手３２をなす
垂直の棒から水平方向に延在してドアの一側面に締結されるように構成された延長部が設
けられている。
【０１１４】
　そして、ラッチスイッチ装置６００は、ドア３０の取手３２が締結される部位近傍にお
いてドア３０の内部に埋設されることが好ましい。
【０１１５】
　また、ドア３０の周縁部には、ラッチ装置５２０，５３０及びガイド支持部５１０，５
４０に挿入されて結合または掛止される固定部材５５０が、ドア３０の背面から後方に突
出して締結されている。
【０１１６】
　固定部材５５０は、貯蔵容器１００のラッチ装置５２０，５３０に選択的に挿入され第
１、２ラッチ装置５２０，５３０に引っ掛かることで、貯蔵容器１００がドア３０に装着
されるようにする。
【０１１７】
　そのため、ドア３０が回動する時に、ラッチ装置５２０，５３０と固定部材５５０との
結合により、貯蔵容器１００もドア３０と共に回動運動可能になる。
【０１１８】
　取手３２にはラッチスイッチ装置６００を作動させるボタン６１０が設けられており、
ラッチスイッチ装置６００の内部に設けられるリンク部材（図示せず）により、ラッチ装
置５２０，５３０のうち、冷蔵庫の正面から見て貯蔵容器１００の左下側に配置されてい
るラッチ装置５２０を押してそのロック状態が解除されるようにする。
【０１１９】
　そのため、使用者がドア３０の取手３２におけるボタン６１０を押し、ラッチスイッチ
装置６００を介してラッチ装置５２０のロック状態を解除した後に、ドア取手３２を引く
と、貯蔵容器１００は本体１０に装着された状態を維持し、ドア３０のみ回動して開くこ
ととなる。
【０１２０】
　さらに、貯蔵容器１００の下部には一対のローラ装置３００を設けることが好ましい。
該ローラ装置３００も貯蔵容器支持アセンブリの一構成要素とすることができる。
【０１２１】
　ローラ装置３００には複数のローラが装着され、各ローラは貯蔵容器１００を貯蔵室２
０の底面または棚の上面、そして選択的にドアの内面に突設されている支持突部３５に支
持させる。
【０１２２】
　すなわち、貯蔵容器１００と本体１０とが連結される場合は、ローラ装置３００が貯蔵
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室２０の底面または棚の上面に接して貯蔵容器１００の荷重を支持する。
【０１２３】
　一方、貯蔵容器１００とドア３０とが連結される場合は、ローラ装置３００がドア３０
の支持突部３５に接して貯蔵容器１００の荷重を支持する。
【０１２４】
　図２に示す実施例では、貯蔵容器１００が貯蔵室２０の前面開口部の全体を覆うのでは
なく、貯蔵室２０の最下部に設けられている引出し２６上の棚２３の上側開口部を覆うよ
うになっている。
【０１２５】
　この配置状態において、貯蔵容器１００、棚２３及び引出し２６は、貯蔵室２０の前面
開口部の全体に相当する。
【０１２６】
　この場合において、貯蔵容器１００が本体１０に装着されると、ローラ装置３００の１
つ以上のローラは、最下側の引出し２６上にある棚２３の前方上面に支持される。
【０１２７】
　また、冷蔵室２０の内部に装着される複数の棚２１，２２と最下側の引出し２６の上に
ある引出し２５は、貯蔵容器１００の本体への装着が可能なように、所定奥行きの位置に
装着されるような形状及び寸法としている。
【０１２８】
　勿論、本発明の冷蔵庫は、貯蔵容器１００が貯蔵室２０の前面開口部の全体を覆うよう
な構成としてもよい。
【０１２９】
　この場合、貯蔵容器１００の上下長は、貯蔵室２０の前面開口部の高さと略同一の寸法
にすればよく、貯蔵容器１００の幅も冷蔵室２０の前面開口部の幅に対応する寸法にすれ
ばよい。
【０１３０】
　このように、貯蔵容器１００は前面開口部に対応して設置することができる。
【０１３１】
　また、冷蔵室２０内に引出しが２個設けられている場合に、最下側の引出し２６も、そ
の上の引出しと同様に、貯蔵容器１００と干渉しないように、奥側に配置されるような形
状及び寸法に作製しなければならない。
【０１３２】
　この場合では、ローラ装置３００は、最下側の引出し２６上の棚２５ではなく、冷蔵室
２０の底面に接して配置される。
【０１３３】
　図４に示すように、本発明の冷蔵庫は、貯蔵容器１００を本体１０またはドア３０に選
択的に固定するラッチ装置５２０，５３０及びガイド支持部５１０，５４０をさらに備え
ることが好ましい。
【０１３４】
　ラッチ装置５２０，５３０は、貯蔵容器１００のフレーム１１０の上下部に設けられる
第１ラッチ装置５２０と第２ラッチ装置５３０に相当する。
【０１３５】
　第１ラッチ装置５２０は、貯蔵容器１００の前方から見て左下部に設けられ、第２ラッ
チ装置５３０は、貯蔵容器１００の前方から見て左上部に設けられている。
【０１３６】
　第１ラッチ装置５２０と第２ラッチ装置５３０は、ドア３０のヒンジ部と反対位置にす
ることが好ましい。
【０１３７】
　そして、ドア３０には、第１、２ラッチ装置５２０，５３０に選択的に掛合する固定部
材５５０が設けられている。
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【０１３８】
　固定部材５５０は、第１、２ラッチ装置５２０，５３０の位置に対応するドア３０の背
面に配置されるとよい。
【０１３９】
　固定部材５５０は、ドア３０の隅部寄りに配置することができる。
【０１４０】
　第１、２ラッチ装置５２０，５３０の反対側には、第１、２ガイド支持部５１０，５４
０が設けられており、第１、２ガイド支持部５１０，５４０は、ドア３０背面に設けられ
ている他の固定部材５５０が引っ掛かって支持されるような構成となっている。
【０１４１】
　固定部材５５０は、ドア３０の背面の４つの隅部に設けられているが、ドアの回動部に
隣接する箇所には、第１、２ガイド支持部５１０，５４０に挿入可能な固定部材５５０が
設けられている。
【０１４２】
　ドア３０の回動部の反対側には、第１、２ラッチ装置５２０，５３０に挿入されて引っ
掛かる固定部材５５０が設けられている。
【０１４３】
　各固定部材５５０は、上下方向に２個ずつ設けられていると好ましい。
【０１４４】
　以上の細部的な構成要素の動作により、貯蔵容器１００はドア３０に連結されてドア３
０と共に動くこともあり、または、ドア３０から分離されて本体１０に固定されることも
ある。
【０１４５】
　ここで、貯蔵容器１００が本体１０に固定される場合には、第１、２ラッチ装置５２０
，５３０が本体１０に引っ掛かり、また、連結支持装置２００はドア３０との連結が解除
された状態となる。
【０１４６】
　この状態では、ローラ装置３００の下面が本体１０に支持されて貯蔵容器１００の下方
荷重を支持する。
【０１４７】
　一方、貯蔵容器１００がドア３０に連結される場合にも、２つの場合を考えることがで
きる。
【０１４８】
　基本的に、貯蔵容器１００がドア３０に連結される場合には、第１、２ラッチ装置５２
０，５３０がドア３０と連結され、本体１０との連結状態は解除される。
【０１４９】
　この状態でドア３０が開くと、連結支持装置２００はドア３０と連結されて、貯蔵容器
１００が下方へ移動することを防止する。
【０１５０】
　一方、ローラ装置３００は、本体１０に支持されるのではなく、ドア３０の下部に設け
られる支持面３５に支持されて、貯蔵容器１００の荷重を支持する。
【０１５１】
　一方、ドア３０が閉じると、連結支持装置２００はドア３０との連結が解除され、ロー
ラ装置３００は本体１０に支持される。
【０１５２】
　連結支持装置２００がドア３０と連結解除されても、貯蔵容器１００は本体１０の内部
に収容されて支持されるため、その位置は安定して保持される。
【０１５３】
　図５に示すように、連結支持装置２００は貯蔵容器１００の上部に配置されるもので、
貯蔵室の入口縁２４と接している時と接していない時において、その内部構成要素の位置
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が変わるようになっている。
【０１５４】
　連結支持装置２００の具体的な構造及びその動作については後述する。
【０１５５】
　図６に示すように、連結支持装置２００は、フレーム１１０に結合されるブラケット２
４０と、ブラケット２４０に回動可能に設けられ、その上部が貯蔵室（図２参照、２０）
の入口の上部に接触可能な回動部材２２０と、該回動部材２２０と接触可能に設けられ、
回動部材２２０と接触するか否かによって、ドア（図３Ａ乃至図３Ｃ参照、３０）に設け
られている固定部２１０に連結または連結解除される連結部材２３０と、備える。
【０１５６】
　図７Ａ及び図７Ｂは、本発明の連結支持装置２００の斜視図であり、図８は、連結支持
装置２００の分解斜視図である。
【０１５７】
　連結支持装置２００は、貯蔵容器１００が本体１０に装着される時に、本体の上部内面
に押されて回動する回動部材２２０と、ヒンジ部材２２０により押されて回動する連結部
材２３０と、回動部材２２０と連結部材２３０を回動可能に支持し、貯蔵容器１００の上
部に結合されるブラケット２４０と、を有することが好ましい。
【０１５８】
【表１】

【０１５９】
　ブラケット２４０の両側面は、脚状に延在している。
【０１６０】
　ブラケット２４０の両側面の間に、回動部材２２０と連結部材２３０の回動軸２２６，
２３６がそれぞれ回動可能に設けられている。
【０１６１】
　回動部材２２０は、図７Ａ及び図７Ｂに示すように、側方から見て、ブラケット２４０
の左側上部に回動軸２２６が装着され、回動軸２２６の中央部に、後述する接触部２２２
と押し部２２４が設けられている。
【０１６２】
　連結部材２３０は、回動部材２２０の一側が本体の上部内面により押されて下方にまた
は前方に回動する時に、回動部材２２０の一部が連結部材２３０を押すことにより回動す
る。
【０１６３】
　連結部材２３０が回動していない状態では固定部２１０と噛み合い、連結部材２３０が
回動すると、固定部２１０との噛み合いが解除されるようにすることが好ましい。
【０１６４】
　連結支持装置２００は、回動部材２２０が連結部材２３０を押す力が解除されると、連
結部材２３０を元の状態に復帰させる弾性部材２５０をさらに備えることが好ましい。
【０１６５】
　弾性部材２５０は、コイルバネとすることができるが、これに限定されるものではなく
、弾性復元力を持ついずれにしてもよい。
【０１６６】
　弾性部材２５０は、連結部材２３０とブラケット２４０の一側との間に連結される。
【０１６７】
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　弾性部材２５０は、回動部材２２０が連結部材２３０と接触して該連結部材を押して回
動させる力が解除された時に、連結部材２３０を原位置に復元させる役割を果たす。
【０１６８】
　すなわち、弾性部材２５０は、連結部材２３０を上方に回動移動させることで、連結部
材２３０が回動部材２２０を押し上げるようにし、連結部材２３０及び回動部材２２０の
位置を原位置にさせる。
【０１６９】
【表２】

【０１７０】
　プレート部２１２は、ドア３０の内面上部表面に複数のネジで取り付けられる。
【０１７１】
　プレート部２１２は、横長の直方形を有し、両側辺部にネジの締結のための複数のネジ
孔が形成されているとよい。
【０１７２】
　収容部２１４は、プレート部２１２から水平に且つ一体に延在しているものが好ましい
。
【０１７３】
　収容部２１４の内部には、固定部２１０が回動しながら挿入されうる孔が形成されてい
る。
【０１７４】
　収容部２１４は、プレート部２１２から支持装置２２０の方向に延在する輪形態にする
ことが好ましいが、これに限定されるものではない。
【０１７５】
　固定部２１０は、実質的に貯蔵容器１００の重さを支えなければならないため、強度に
優れた材質を用いなければならない。そのため、固定部２１０は金属材質または強化プラ
スチックにより一体に形成することが好ましい。
【０１７６】
　回動部材２２０は、ブラケット２４０に回動可能に装着される回動軸２２６と、回動軸
２２６から上方に突延して貯蔵室２０の入口側と接触可能に設けられる接触部２２２と、
回動軸２２６から延在し、接触部２２２と一体に形成される押し部２２４と、を備える。
【０１７７】
　押し部２２４は、接触部２２２が貯蔵室２０と接触して下方に回動する場合に、接触部
２２２と共に動きながら連結部材２３０を押すように構成されている。
【０１７８】
　回動軸２２６は、ブラケット２４０の両側壁の間に回動可能に装着されている。
【０１７９】
　接触部２２２と押し部２２４とは略垂直の角度で一体に形成され、さらには回動軸２２
６にも一体に形成されてもよく、回動軸２２６に対し回動可能に装着されてもよい。
【０１８０】
　接触部２２２は初期位置が垂直上方に向くようにする。この接触部２２２は、貯蔵容器
１００が貯蔵室２０の方向に挿入される時に、貯蔵室２０の入口上部に設けられている傾
斜面により押されながら前方及び下方に回動するようになっている。
【０１８１】
　押し部２２４は、接触部２２２と一体に形成され、回動しつつ、回動軸２３６から偏心
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している被押し部２３２を押して回動させる。
【０１８２】
　連結部材２３０は、左右方向に延在しており、押し部２２４と接触して押される被押し
部２３２と、被押し部２３２の両側に設けられる回動軸２３６と、を備える。
【０１８３】
　一方、被押し部２３２の両側には、回動運動をより円滑にさせる回動案内部材２３７が
設けられている。なお、該回動案内部材２３７は、被押し部２３２とブラケット２４０と
を離間させる役割も果たす。
【０１８４】
　回動案内部材２３７は、軸受けや座金のような構造とすることが好ましい。
【０１８５】
　被押し部２３２からフック部２３４が延在しており、フック部２３４は固定部２１０の
方向に延びている。ただし、フック部２３４は、上方に膨らんだ下向曲面形態に延びてい
ることが好ましい。
【０１８６】
　フック部２３４を固定部２１０の収容部２１４に掛止または掛止解除しやすくするため
である。
【０１８７】
　連結部材２３０のフック部２３４は、上方に膨らんだ曲面形態を有し、フック部２３４
と被押し部２３２との連結部位には、回動部材２２０の押し部２２４が挿入されうる挿入
孔２３８が形成されていることが好ましい。
【０１８８】
　挿入孔２３８は、図７Ａ、図７Ｂ及び図８に示すように、上方に膨らんだフック部２３
４の中央部において被押し部２３２寄りに略直方形の形状に形成されている。
【０１８９】
　一方、連結支持装置２００が貯蔵容器１００の上部に所定の間隔で複数個設けられてい
てもよい。
【０１９０】
　連結支持装置２００により貯蔵容器１００がドア３０の内面に安定して装着された状態
を保持することができ、よって、１個の連結支持装置２００により支持されるよりは、複
数の支持装置により支持される方が、左右に揺れることがないため、より好ましい。
【０１９１】
　一方、ブラケット２４０のいずれか一側壁には、内側に延長され、弾性部材２５０の一
端部が掛かる第１掛止突部２４５が設けられている。
【０１９２】
　また、被押し部２３２の上面には、弾性部材２５０の他端部が掛かる第２掛止突部２３
９が設けられている。
【０１９３】
　そのため、回動部材２２０の押し作用により、連結部材２３０が上方に回動運動をする
場合に、弾性部材２５０の長さが延びて内部に弾性復元力が蓄積され、押し作用が解除さ
れると、弾性復元力によって連結部材２３０が下方に回動しながら元の位置に復帰し、こ
のような連結部材２３０の作用によって回動部材２２０も元の位置に復帰することができ
る。
【０１９４】
　図９に示すように、回動部材２２０の接触部２２２が貯蔵室２０入口の傾斜面１５と接
触しない状態では、接触部２２２は垂直に配置され、押し部２２４は水平に配置される。
【０１９５】
　一方、連結部材２３０の被押し部２３２は押し部２２４と接触したり所定間隔離れてい
たりすることが好ましい。ただし、この場合、押し部２２４の接触があっても、押し部２
２４による押し作用がないため、押し部２３２は水平状態を維持することができる。
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【０１９６】
　押し部２３２が水平状態を維持すると、フック部２３４の端部が固定部２１０の収容部
２１４の内部に収容された状態で引っ掛かることとなる。
【０１９７】
　そのため、連結支持装置２００は、固定部２１０と連結された状態となる。
【０１９８】
　これは、連結支持装置２００が装着されている貯蔵容器１００と固定部２１０が装着さ
れているドア３０との連結関係が成立したことを意味する。
【０１９９】
　これで、ドア３０が回動する場合に、貯蔵容器１００もドア３０と共に動くことが可能
になる。
【０２００】
　図１０に示すように、回動部材２２０の接触部２２２が貯蔵室２０の入口の傾斜面１５
と接触して前方に押されると、回動部材２２０全体が前方／下方に回動する。
【０２０１】
　これにより、押し部２２４が連結部材２３０の被押し部２３２を押しながら挿入孔２３
８に挿入される。
【０２０２】
　被押し部２３２が押されると後方／上方に回動し、これにより、フック部２３４も上方
に回動する。
【０２０３】
　これにより、フック部２３４は固定部２１０の収容部２１４から離脱し、連結支持装置
２００と固定部２１０との連結が解除される。
【０２０４】
　これは、連結支持装置２００が装着されている貯蔵容器１００と固定部２１０が装着さ
れているドア３０との連結関係が解除されたことを意味する。
【０２０５】
　これで、貯蔵容器１００は貯蔵室２０の入口に配置された状態を保持し、ドア３０が回
動する場合に、貯蔵容器１００はドア３０と共に動かず、ドア３０は単独で回動すること
になる。
【０２０６】
　図１１に示すように、ドア３０の背面上部には固定部２１０が配置される。固定部２１
０は、上述したように、ドア３０の背面に装着されるプレート部２１２と、プレート部２
１２から後方に延在する収容部２１４と、を備える。
【０２０７】
　一方、ドア３０の背面側部には、後述するラッチ装置（図１４、５３０）に挿入されて
引っ掛かる固定部材５５０が設けられており、該固定部材５５０は、ドア３０背面から延
びて配置される延長脚５５１と、延長脚５５１の先端に配置され、ラッチ装置５３０に引
っ掛かる固定ピン５５２と、を備える。
【０２０８】
　<上部連結装置>
　次に、図１２乃至図１４を参照して、他の実施例に係る連結支持装置１２００を説明す
る。
【０２０９】
　他の実施例に係る連結支持装置１２００において、連結部材１２３０は、ブラケット１
２４０に回動可能に装着される回動軸１２３６と、回動軸から延びて固定部１２１０と選
択的に噛み合うフック部１２３４と、フック部の反対側に延びて回動部材１２２０により
押される被押し部１２３２と、を有してなる。
【０２１０】
　他の実施例に係る連結支持装置１２００も、接触部１２２２と押し部１２２４が一体に
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形成され、回動軸１２２６上で回動する回動部材１２２０と、被押し部１２３２とフック
部１２３４が一体に形成され、回動軸１２３６上で回動する連結部材１２３０と、回動部
材１２２０と連結部材１２３０の回動軸が装着されるブラケット１２４０と、連結部材１
２３０と噛み合う固定部１２１０と、を有してなることは、第１実施例と同一である。
【０２１１】
　ただし、ここでは、連結部材１２３０の形状が、回動軸１２３６を基準に被押し部１２
３２とフック部１２３４とが所定角度をもって延長形成されている点が、第１実施例と異
なる。
【０２１２】
　また、回動部材１２２０の接触部１２２２と押し部１２２４とは、略直角ではなく鈍角
をなすように回動軸１２２６から上部と前方に延長形成されている。
【０２１３】
　なお、図１４に最も詳細に示すように、バネ１２５０は、ブラケット１２４０の内側壁
から突出している突起と被押し部１２３２の端部から側方に延びている突出部との間に連
結されている。
【０２１４】
　そして、連結支持装置１２００は、ブラケット１２４０の下部に固定されて、被押し部
１２３２の回動角を制限する過回転防止部１２４５をさらに備えることが好ましい。
【０２１５】
　この過回転防止部１２４５は、ブラケット１２４０において回動部材１２２０の回動軸
１２２６の下に配置され、被押し部１２３２が略水平になる位置までにのみ回動するよう
に連結部材１２３０の回動角を制限する。
【０２１６】
　他の実施例に係る連結支持装置１２００の作動関係は、次の点以外は、第１実施例と略
同一である。
【０２１７】
　すなわち、連結支持装置１２００が冷蔵室２０の上部傾斜面１５により押されて回動す
ると図１３のような状態になり、貯蔵容器１００がドア３０側に結合して冷蔵室２０から
分離されると、図１２のような状態となる。
【０２１８】
　この時、貯蔵容器１００の自重によりフック部１２１４の端部上面は、連結部材１２３
０のフック部１２３４の下面に接触しながら貯蔵容器１００を支持するようになる。
【０２１９】
　まるでハンガーが洋服掛けに掛かるような形態となる。
【０２２０】
　一方、ドア３０が冷蔵室２０を閉鎖すると、回動部材１２２０は、冷蔵室２０内部の前
方上面に接触して前方に押される。
【０２２１】
　これによって、回動部材１２２０は全体的に下方に回動し、押し部１２２４が連結部材
１２３０の被押し部１２３２を押す。
【０２２２】
　すると、連結部材１２３０は再び図１３のような状態に回動するため、連結部材１２３
０が固定部１２１０から離れ、連結部材１２３０と固定部１２１０との連結状態が解除さ
れる。
【０２２３】
　図１４に示すように、さらに、過回転防止部１２４５が連結部材１２３０の回転を制限
する。
【０２２４】
　<棚>
　図１５に示すように、本発明の冷蔵庫は、本体１０と、本体の内部に設けられる貯蔵室
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２０と、本体１０にヒンジで回動可能に設けられ、貯蔵室を開閉するドア３０と、ドアま
たは本体に選択的に装着される貯蔵容器１００と、本体１０の内部に貯蔵室と別途に設け
られ、貯蔵容器１００の装着されている位置によらずに、ドアを開いた時に、収納されて
いる食べ物の取り出しができるように接近可能に設けられている補助貯蔵室４００と、を
備える。
【０２２５】
　さらに、貯蔵室２０の内部に着脱自在に設けられる一つ以上の第１棚２１，２２と、補
助貯蔵室４００の上部に設けられ、貯蔵容器１００を選択的に支持する第２棚２３と、を
備えることが好ましい。
【０２２６】
　第１棚２１，２２は、冷蔵室２０の内部に着脱自在に装着され、その装着高さを変更で
きるように構成されることが好ましい。
【０２２７】
　第２棚２３は、貯蔵容器１００を選択的に支持するから、貯蔵容器１００が冷蔵室２０
の前面に装着される時に該貯蔵容器を支持するように、冷蔵室２０の背面から冷蔵室の前
面開口部までの長さに近い前後方向の長さを持つように形成される。
【０２２８】
　これにより、貯蔵容器１００は冷蔵室２０の開口部において第２棚２３の上に選択的に
結合することができる。
【０２２９】
　第２棚２３は、その上に収納される食べ物や容器だけでなく、貯蔵容器１００も支持し
なければならず、充分の強度を持つものとしなければならない。
【０２３０】
　なお、図１５に示すように、本冷蔵庫は、本体１０の内部に設けられ、貯蔵室２０と独
立している補助貯蔵室４００を備えることができる。
【０２３１】
　補助貯蔵室４００は、第２棚２３と補助貯蔵室４００の底との間に引出し可能に設けら
れる引出し２６を有することが好ましい。
【０２３２】
　引出し２６は、貯蔵容器１００が冷蔵室２０の前面に結合されている状態でドア３０を
開いた時に、使用者が引き出して引出し中の食べ物を取り出すことができるようになって
いる。
【０２３３】
　一般に、冷蔵室の下部には、野菜室が引出しの形態で設けられる場合が多いが、本発明
でも、補助貯蔵室４００の前面がドア３０のみによって開閉されるよりは、引出しの形態
にする方が、冷気漏れの最小化と食べ物の収納効率の側面においてより好ましい。
【０２３４】
　また、本発明の冷蔵庫は、第２棚２３とその上における第１棚２２との間に引出し可能
に引出し２５をさらに設けることもできる。
【０２３５】
　引出し２５は、第２棚２３上に引出し可能に設けられるもので、貯蔵容器１００が本体
１０に結合される時に貯蔵容器１００の後方に配置されるようになっている。
【０２３６】
　引出し２５は、第１棚２２の下に配置されるもので、この引出しを第１引出しといい、
１第２棚２３の下に配置されている引出し２６を第２引出しという。
【０２３７】
　第１棚２２は第２棚２３に比べて、その前後方の長さがより短いとよい。
【０２３８】
　第１棚２２は、貯蔵容器１００が本体１０に結合する時に貯蔵容器１００の後方に配置
されるので、第１棚２２が貯蔵容器１００と接触しないように適宜の前後方向の長さにし
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なければならない。
【０２３９】
　一方、第２棚２３は、上面前方部が貯蔵容器１００を選択的に支持するようにしなけれ
ばならないことから、冷蔵室２０の前面開口部に近づくように、すなわち、ドア３０の内
面に近づくように形成しなければならない。
【０２４０】
　そのため、第１棚２２は第２棚２３よりも前後方の長さが短く形成される。
【０２４１】
　同様に、図１６Ａ及び図１６Ｂに示すように、第１棚２２の下における第１引出し２５
と第２棚２３の下における第２引出し２６も、第２引出し２６の前後方の長さが第１引出
し２５よりも長く形成されることが好ましい。
【０２４２】
　なお、第１引出し２５のドア３０側の表面は第１棚２２のドア３０側の端部と一致する
ように形成し、第２引出し２６のドア３０側の表面も第２棚２３のドア３０側の端部と一
致するように形成することが好ましい。
【０２４３】
　したがって、第２棚２３は、上部の貯蔵室２０と下部の補助貯蔵室４００とを区画する
隔壁の機能を有する。
【０２４４】
　<ローラ装置>
　図１７及び図１８に示すように、貯蔵容器１００の下部には、貯蔵容器支持アセンブリ
として、貯蔵容器１００を本体とドアに対して選択的に支持する一対のローラ装置３００
が設けられている。
【０２４５】
　ローラ装置３００は、貯蔵容器１００が本体１０に装着される時に第２棚２３の前端部
上面に支持されるとよい。
【０２４６】
　ローラ装置３００は、複数のローラ（図１９Ａ及び図１９Ｂ参照、３１０，３２０）を
有しており、各ローラが貯蔵容器１００を、本体１０の第２棚２３の上面、そして選択的
にドアの内面下部に突出形成されている支持突部３５に支持させる。
【０２４７】
　図２の実施例では、貯蔵容器１００は、冷蔵室２０の前面開口部の全体を覆うように構
成されているのではなく、冷蔵室２０の最下部に設けられている引出し２６上の棚２３の
上方における開口部を覆うように構成されている。
【０２４８】
　この場合、貯蔵容器１００が本体１０に装着されるときに、ローラ装置３００の複数の
ローラ３１０，３２０のうち一つのローラ３２０は、最下側の第２引出し２６上にある第
２棚２３の前方上面に支持される。
【０２４９】
　また、冷蔵室２０の内部に装着される複数の棚２１，２２と最下側の引出し２６の上に
ある引出し２５は、貯蔵容器１００の本体への装着が可能なように、所定の奥行きの位置
に装着されるような形状と寸法にしている。
【０２５０】
　勿論、本発明の冷蔵庫は、貯蔵容器１００が冷蔵室２０の前面開口部の全体を覆うよう
な構成にしてもよい。
【０２５１】
　この場合、貯蔵容器１００の上下長は、貯蔵室２０の前面開口部の高さと略同一の寸法
にすればよく、貯蔵容器１００の幅も冷蔵室２０の前面開口部の幅に対応する寸法にすれ
ばよい。
【０２５２】
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　また、冷蔵室２０内に引出しが２個設けられている場合に、最下側の引出し２６も、そ
の上の引出しと同様に、貯蔵容器１００と干渉しないように、奥側に配置されるような形
状及び寸法に作製しなければならない。
【０２５３】
　この場合では、ローラ装置３００は、最下側の引出し２６上の棚２５ではなく、冷蔵室
２０の底面に接して配置される。
【０２５４】
　図１９Ａ乃至図２２に示すように、ローラ装置３００は、ドア３０に選択的に支持され
る第１ローラ３１０と、本体１０に選択的に支持される第２ローラ３２０と、第１ローラ
３１０及び第２ローラ３２０が回転可能に装着され、貯蔵容器１００に固定されるローラ
ブラケット３３０と、を備えることができる。
【０２５５】
　まず、ローラブラケット３３０は、第１ローラ３１０及び第２ローラ３２０を回転可能
に装着して貯蔵容器１００の下部に固定されるようにする。
【０２５６】
　このローラブラケット３３０は、図１９Ａ、図１９Ｂ及び図２０に示すように、ローラ
３１０，３２０を覆うように形成された上部ブラケット３４０と、貯蔵容器１００に結合
する部分である下部ブラケット３５０と、を有してなることが好ましい。
【０２５７】
　上部ブラケット３４０には、本体１０に支持される第２ローラ３２０が一側に回転可能
に装着され、下部ブラケット３５０には、ドア３０に支持される第１ローラ３１０が両側
に回転可能に装着される。
【０２５８】
　このために、上部ブラケット３４０及び下部ブラケット３５０には、第２ローラ３２０
及び第１ローラ３１０が装着されて回転できる締結孔３４５，３５５がそれぞれ形成され
ている。
【０２５９】
　そして、第１ローラ３１０は、ドア３０に支持されるものであるから、その回転軸が第
２ローラ３２０よりも前方に配置されることが好ましい。
【０２６０】
　ドア３０において貯蔵容器１００を支持する部位は、本体１０において貯蔵容器１００
を支持する底面部位よりも相対的に前方（ドア側）に位置するためである。
【０２６１】
　また、第１ローラ３１０及び第２ローラ３２０は、異なる高さに設けることが好ましい
。
【０２６２】
　第１ローラ３１０の支持されるドア３０の部位と第２ローラ３２０の支持される本体１
０の底面部位の高さを異ならせることによって、貯蔵容器１００が本体とドアとの間で移
送されて支持される運動メカニズムの信頼性を確保することができる。
【０２６３】
　特に、第１ローラ３１０は、第２ローラ３２０よりも高く設置されることが好ましい。
【０２６４】
　第１ローラ３１０と第２ローラ３２０の相対的な高さも、第１ローラ３１０を第２ロー
ラ３２０よりも高くした方が、ローラブラケット３３０を含むローラ装置３００の耐久性
がより向上し、貯蔵容器１００の着脱動作の信頼度もより高めることができる。
【０２６５】
　ドア３０の内面下部には、内側方向に突出して第１ローラ３１０を支持する支持突部３
５を設けることが好ましい。
【０２６６】
　支持突部３５は、第１ローラ３１０が支持されるように平坦面となっている。
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　第１ローラ３１０は、貯蔵容器１００をドア３０に密着した状態で上下方向に支持する
ので、回転自在な第１ローラ３１０が着座できる面が必要である。
【０２６８】
　そのため、支持突部３５は、第１ローラ３１０の相対的な高さを考慮して、ドア３０の
内面下部から水平方向に、すなわち、貯蔵室が位置する内側方向に所定長さだけ突出して
形成される。
【０２６９】
　この支持突部３５の突出長は、貯蔵容器１００がドア３０に装着された時に、支持突部
３５の相対的な位置と異なる部分、特に、貯蔵容器１００との干渉を考慮して適宜設計し
なければならない。
【０２７０】
　また、図４に示すように、支持突部３５は、傾斜するように形成されていると好ましい
。
【０２７１】
　支持突部３５の上面を、ドア３０の内面に向くほど所定角度で漸次高まるように形成す
ることによって、第１ローラ３１０が支持突部３５に接して支持される時は、貯蔵容器１
００は本体１０に支持される時に比べて若干持ち上がるようにすることができる。
【０２７２】
　ローラ装置３００は、貯蔵容器１００の下部に一対が対称に設けられているとよい。
【０２７３】
　ローラ装置３００は貯蔵容器１００を上下方向に支持すると共に、貯蔵容器の水平状態
を維持できるように支持しなければならない。
【０２７４】
　このことから、ローラ装置３００が貯蔵容器１００の下部中央に一つのみ設けられるよ
りは、一対のローラ装置３００が貯蔵容器１００の下部に所定の間隔で配置されることが
好ましい。
【０２７５】
　また、第１ローラ３１０は、一対のローラからなるとよい。
【０２７６】
　図１９Ａ及び図１９Ｂに示すように、第１ローラ３１０は、ローラブラケット３３０の
中央部に一対のローラから構成し、第２ローラ３２０は、ローラブラケット３３０の側部
に一つのローラから構成することができる。
【０２７７】
　第２ローラ３２０が、一つのローラブラケット３３０の側部に装着された一つのローラ
であり、ローラ装置３００が一対で設けられる場合に、図１９Ａ及び図１９Ｂに示すよう
に、左側にあるローラ装置３００と右側にあるローラ装置３００とが対称に形成されると
好ましい。
【０２７８】
　図２０の分解斜視図を参照して、本発明の好適な実施例に係るローラ装置３００の構造
をより詳細に説明する。
【０２７９】
　図２０のローラ装置３００は、図１９Ｂに示す右側ローラ装置３００の分解斜視図に該
当する。
【０２８０】
　上述したように、ローラ装置３００のローラブラケット３３０は、上部ブラケット３４
０及び下部ブラケット３５０を含む。
【０２８１】
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【表３】

【０２８２】
　上部ブラケット３４０の２つのプレートは、ローラ装置の上面を覆うように設けられた
カバープレート３４２と、これから垂直下方に延長された装着プレート３４６と、に相当
する。
【０２８３】
　装着プレート３４６は、図２０の分解斜視図には示されておらず、図１７にその一部が
示されており、図面符号“３４６”で表記する。
【０２８４】
　また、ローラ装置３００の左側部には、第１ローラ３１０を左側で覆うように上部ブラ
ケット３４０から一体に側壁部３４８が形成されている。
【０２８５】
　上部ブラケット３４０のローラ装着部３４４には、第２ローラ３２０が装着されるよう
にネジ締結孔３４５が形成されている。
【０２８６】
　第２ローラ３２０は、このネジ締結孔３４５に回転自在にネジ３２５により装着される
。
【０２８７】
　下部ブラケット３５０は、第１ローラ３１０が装着される部分であり、上面から見て全
体的へ「Ｔ」状に形成されている。
【０２８８】
　この下部ブラケット３５０は、貯蔵容器に装着される装着プレート３５６と、第１ロー
ラ３１０が装着されるローラ装着部３４４とが一体に形成されている。
【０２８９】
　装着プレート３５６には、貯蔵容器１００にネジで締結されるように複数のネジ締結孔
が形成されている。
【０２９０】
　ローラ装着部３５２は、装着プレート３５６から前方に突出形成されており、その前方
端部の下側には第１ローラ３１０が装着されるようにネジ締結孔３５５が形成されている
。
【０２９１】
　このネジ締結孔３５５は、両側から一対のローラ３１０がネジ３１５により対称に装着
できるようになっている。
【０２９２】
　上部ブラケット３４０のローラ装着部３４４に形成されているネジ締結孔３４５は、下
部ブラケット３５０のローラ装着部３５２に形成されているネジ締結孔３５５よりも相対
的に後方に且つ下方に位置するようになっている。
【０２９３】
　また、ネジ締結孔３４５，３５５の正確な位置は、第１ローラ３１０と第２ローラ３２
０が貯蔵室２０の下面とドアの支持突部３５に支持されることを考慮して決定する必要が
ある。
【０２９４】
　なお、図示してはいないが、上部ブラケット３４０の装着プレート３４６にも、下部ブ
ラケット３５０のネジ締結孔を貫通するネジ３７０が貫通するようにネジ締結孔が形成さ
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れることが理解される。
【０２９５】
　上述した実施例は、ローラアセンブリが一対で備えられている場合を説明しているが、
一つのローラ装置のみ設けられてもよい。
【０２９６】
　一つのローラ装置のみ備えられる場合には、第２ローラ３２０がブラケット３３０また
は上部ブラケット３４０の一側に一つのみ設けられる場合よりは、その両側に一対として
対称に設けられることが好ましい。
【０２９７】
　以下、図２１及び図２２を参照して、本発明のローラ装置３００の作動関係を説明する
。
【０２９８】
　図２１は、貯蔵容器１００が本体１０側に結合して支持されている状態を示す部分側断
面図であり、図２２は、ローラ装置３００がドア３０の内面に形成された支持突部３５に
接している状態を示す部分側断面図である。
【０２９９】
　図２１に示すように、貯蔵容器１００が本体１０側に結合されると、ローラ装置３００
の第２ローラ３２０が、本体１０の冷蔵室２０において最下側の引出し２６を覆う棚２３
の上面に接して支持される。
【０３００】
　この場合、第１ローラ３１０は、第２ローラ３２０よりも右側により高く装着されてい
るため、棚２３の上面に接触せず、空中に浮いている状態であることがわかる。
【０３０１】
　また、図２１は、ドア３０が開いている状態であり、ドアが示されていないが、ドアが
閉じている場合は、ローラ装置３００の第１ローラ３１０が、ドア３０の内面に形成され
ている支持突部３５に接触し、結局として両ローラ３１０，３２０とも支持される状態に
なる。
【０３０２】
　そして、図２２に示すように、貯蔵容器１００がドア３０側に結合されると、ローラ装
置３００の第１ローラ３１０がドア３０の内面に形成されている支持突部３５に接触して
支持される。
【０３０３】
　この場合、第２ローラ３２０は、第１ローラ３１０よりも左側に装着されているため、
支持突部３５に接触せず、空中に浮いている状態であることがわかる。
【０３０４】
　本発明の冷蔵庫において、ローラ装置３００は、貯蔵容器１００が本体１０またはドア
３０に結合される時に、貯蔵容器１００をドア３０の支持突部３５または本体１０の内部
に支持させる支持部材の役割を果たす。
【０３０５】
　また、ローラ装置３００は、貯蔵容器１００がドア３０に装着され、ドア３０が回動運
動をする時に、本体１０に対して大きな摩擦無しで移動できるように案内する役割も果た
す。
【０３０６】
　<基本ラッチ装置>
　図２３には、フレーム１１０の下部に設けられる第１ラッチ装置５２０を示し、図２６
には、フレーム１１０の上部に設けられる第２ラッチ装置５３０を示す。
【０３０７】
　第１ラッチ装置５２０は、ドアに設けられるラッチスイッチ装置６００の動作に連動す
るように構成する。
【０３０８】
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　また、ドアの固定部材５５０が挿入される場合に、固定部材５５０を積極的に固定して
、固定部材５５０が第１ラッチ装置５２０の内部に挿入されて固定された状態を保持する
ようにする。
【０３０９】
　また、使用者がラッチスイッチ装置６００に設けられているボタン部６１０を押下する
と、固定部材５５０が第１ラッチ装置５２０から分離されるように固定部材５５０を第１
ラッチ装置５２０の外側に押し出す役割も果たす。
【０３１０】
　すなわち、第１ラッチ装置５２０は、固定部材５５０の第１ラッチ装置５２０への挿入
または離脱時に、その状態がより円滑になるように積極的な役割を果たす。
【０３１１】
　これに対し、図２６に示す第２ラッチ装置５３０は、固定部材５５０が挿入される場合
には、実質的に固定部材５５０を固定する役割は果たさないが、これは、第２ラッチ装置
５３０はラッチスイッチ装置６００と連動しないためである。
【０３１２】
　第２ラッチ装置５３０に固定部材５５０が挿入される場合に、固定部材５５０の一部が
その内部に円滑に挿入されることは可能である。ただし、第１ラッチ装置５２０が固定部
材５５０を積極的に固定する役割を果たすのに対し、第２ラッチ装置５３０は、固定部材
５５０に引っ掛かった状態を維持するだけである。
【０３１３】
　ただし、使用者がラッチスイッチ装置６００を操作して、第１ラッチ装置５２０と固定
部材５５０との掛止状態を解除させながらドア３０を前方に引くと、第２ラッチ装置５３
０に挿入されていた固定部材５５０も外部に離脱する。
【０３１４】
　この時、第２ラッチ装置５３０の一部構成要素が、第２ラッチ装置５３０に挿入されて
いた固定部材５５０を押して外部に離脱するように案内する役割を果たすことができる。
【０３１５】
　図２３に示すように、フレーム１１０には第１ラッチ装置５２０が設けられている。第
１ラッチ装置５２０は、ローラ装置３００の一側に配置されている。
【０３１６】
　第１ラッチ装置５２０にはストッパ５２３と掛止ピン５２４７が設けられている。
【０３１７】
　貯蔵室２０の下縁部または引出し２３の上部には、ストッパ５２３が挿入されるストッ
パ溝１１１と、掛止ピン５２４７が挿入される掛止案内溝１１２が設けられている。
【０３１８】
　掛止案内溝１１２においてストッパ溝１１１の方向に「Ｃ」字状の延長溝が設けられて
いる。
【０３１９】
　貯蔵容器（第１対象物）１００がドア（第３対象物）３０に結着してドア３０と共に動
く場合に、掛止ピン５２４７は、掛止案内溝１１２の延長溝に掛からないでドア３０の回
動方向に自由に動くことができる。
【０３２０】
　後述するが、貯蔵容器１００がドア３０から分離される場合は、掛止ピン５２４７が延
長溝の方向に動き、延長溝の掛止突部１１２ａに引っ掛かることで、貯蔵容器１００が前
方に移動することを防止する。
【０３２１】
　一方、ストッパ５２３は、第１ラッチ装置５２０の下部に下方に延長して設けられ、棒
またはローラ形態に形成されることが好ましい。
【０３２２】
　ストッパ５２３は、貯蔵容器１００がドア３０と結着した状態で回動する中で、貯蔵室
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（第２対象物）２０の前方を閉鎖する場合に、貯蔵容器１００が貯蔵室２０の方向に深く
入らないように動きを制限する役割を果たす。
【０３２３】
　ストッパ５２３がストッパ溝１１１の奥面に接することで、貯蔵容器１００が貯蔵室２
０の方向に一定深さ以上入ることが防止される。
【０３２４】
　図２４に示すように、第１ラッチ装置５２０は、中空の内部を有し、前方が開放されて
いるハウジング５２１と、ハウジング５２１の内部に回動可能に設けられ、固定部材（図
１１参照、５５０）または掛止案内溝（図２３参照、１１２）に引っ掛かる掛止部５２４
と、を備える。
【０３２５】
　また、第１ラッチ装置５２０は、ハウジング５２１の内部に回動可能に設けられ、掛止
部５２４よりも下方に位置し、掛止部５２４と固定部材５５０との掛合解除状態または分
離状態時に、掛止部５２４に挿入されて掛止部５２４の回動を制限する回動制限部５２５
を備える。
【０３２６】
　一方、ハウジング５２１の内部には、掛止部５２４と第１弾性部材（図２５参照、５２
９１）によって連結されて、掛止部５２４の回動運動を案内する運動案内部（図２５参照
、５２６）が設けられている。
【０３２７】
　ハウジング５２１の前方には、運動案内部５２６を加圧して運動案内部５２６を回動さ
せる加圧部５２２が設けられている。
【０３２８】
　加圧部５２２は、ラッチスイッチ装置（図４参照、６００）と接触可能に設けられ、ラ
ッチスイッチ装置６００の押す動作によってハウジング５２１の内側へ移動して、運動案
内部５２６を移動させ、結局として掛止部５２４を回動させる。
【０３２９】
　掛止部５２４の下面には、掛止ピン５２４７が下方に延設され、掛止部５２４の側端部
には固定部材（図１１参照、５５０）が掛かって支持される掛合溝５２４２が設けられて
いる。
【０３３０】
【表４】

【０３３１】
　ハウジング５２１の上面と下面には、固定部材（図１１参照、５５０）が挿入されるよ
うに案内する挿入案内溝５２１１が設けられている。
【０３３２】
　ハウジング５２１の下面に設けられる挿入案内溝５２１１の一側には、掛止ピン５２４
７の移動を案内する移動案内溝５２１２が設けられている。
【０３３３】
　掛止部５２４が回動すると、掛止ピン５２４７も回動方向に沿って移動するが、移動案
内溝５２１２は掛止ピン５２４７の移動軌跡に対応する領域を持つ。
【０３３４】
　移動案内溝５２１２の領域は、図４に示す掛止案内溝（図２３参照、１１２）の平面図
の形状に対応することが好ましい。
【０３３５】
　ハウジング５２１の下面には下方に延在するストッパ５２３が設けられており、該スト
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ッパ５２３は円筒形状にするとよい。
【０３３６】
　図２５は、第１ラッチ装置５２０の分解斜視図である。
【０３３７】
　ハウジング５２１は、上述したように、上面と下面にそれぞれ挿入案内溝５２１１が設
けられ、下面には移動案内溝５２１２が設けられている。
【０３３８】
　一方、ハウジング５２１の下面には、掛止部５２４と、回動制限部５２５と、移動案内
部５３６を回動可能に支持する回転軸５２６６（５２６７，５２６８，５２６９）が挿入
される挿入孔５２１３，５２１４，５２１５と、が設けられている。
【０３３９】
　ハウジング５２１の上面の前方には、加圧部５２２が挿入されて支持され、加圧部５２
２の前後方向の移動を案内するガイド孔５２１６が設けられている。
【０３４０】
　ハウジング５２１の内部には、第２弾性部材５２９２が掛かって支持される支持棒５２
１７が設けられている。第２弾性部材５２９２は、コイルバネの形態にするとよい。
【０３４１】
　第２弾性部材５２９２は、支持棒５２１７と回動制限部５２５の掛止突部５２５４とを
連結する。
【０３４２】
　そのため、第２弾性部材５２９２は、回動制限部５２５が外力（固定部材５５０の加圧
による外力）によって回転した後に外力が消えると、回動制限部５２５を原位置に復帰さ
せる。
【０３４３】
　ハウジング５２１の後壁には、所定の締結部材が挿入されうる締結孔５２１８が設けら
れている。締結部材は、締結孔５２１８を通過してフレーム（図４参照、１１０）に結合
される。
【０３４４】
　掛止部５２４は、ボディ部５２４１と、ボディ部５２４１の一側に設けられている掛合
溝５２４２と、ボディ部５２４１の上面に設けられている掛止突起５２４３と、掛合溝５
２４２の反対側にそれぞれ形成される第１挿入溝５２４４及び第２挿入溝５２４５と、第
１回転軸５２４７が挿入される第１回転軸孔５２４６と、ボディ部５２４１の下面から下
方に延在する掛止ピン５２４７と、を備える。
【０３４５】
　掛止突起５２４３には第１弾性部材５２９１の一端部が掛かり、第１弾性部材５２９１
の他端部は、運動案内部５２６に設けられている掛止突起５２６５に掛かる。第１弾性部
材５２９１もコイルバネ形態にすることが好ましい。
【０３４６】
　そのため、運動案内部５２６が加圧部５２２に押されて回動運動をすると、該運動が弾
性部材５２９１によって伝達されて掛止部５２４も回動運動をする。
【０３４７】
　これにより、掛合溝５２４２が側方を見る状態で前方に動くことができる。
【０３４８】
　第１回転軸５２６７は、挿入孔５２１５に挿入された状態で掛止部５２４の第１回転軸
孔５２４６に挿入される。
【０３４９】
　ただし、掛止部５２４の上下面には第１上部ボス５２７１と第１下部ボス５２８１とが
設けられて、掛止部５２４をハウジング５２１の上下面から離間させる。
【０３５０】
　回動制限部５２５は、ボディ部５２５１と、ボディ部５２５１から一側に折り曲がる形
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態で延在し、固定部材（図４参照、５５０）と接触可能に設けられる第１延長部５２５２
と、第１延長部５２５２と異なる方向に延在する第２延長部５２５３と、を有する。
【０３５１】
　ボディ部５２５１には第２回転軸孔５２５６が設けられ、第２延長部５２５３の端部に
は第２弾性部材５２９２が掛かる掛止突起５２５４が設けられている。
【０３５２】
　第２延長部５２５３の上面には、上方に延在し、掛止部５２４の第２挿入溝５２４５に
選択的に挿入される挿入部５２５５が設けられている。
【０３５３】
　挿入部５２５５が第２挿入溝５２４５に挿入されると掛止部５２４の回動が制限される
が、これは、固定部材５５０と掛止部５２４とが分離される場合に相当する。
【０３５４】
　第２回転軸５２６９は、第２回転軸孔５２５６に挿入された後に、挿入孔５２１４を通
過するように配置される。
【０３５５】
　ここで、回動制限部５２５の上面と下面には第２上部ボス５２７２及び第２下部ボス５
２８２が設けられて、回動制限部５２５を支持し、且つハウジング５２１の下面と上面か
ら離間させる。
【０３５６】
　第２回転軸５２６９は、第２上部ボス５２７２、第２回転軸孔５２５６及び第２下部ボ
ス５２８２を貫通して配置される。
【０３５７】
　第２上部ボス５２７２及び第２下部ボス５２８２は、座金にしてもよい。
【０３５８】
　運動案内部５２６は、ボディ部５２６１と、ボディ部５２６１から側方に延在し、加圧
部５２２と接触するように設けられている接触片５２６３と、ボディ部５２６１から他の
方向に延在し、掛止部５２４の第１挿入溝５２４４に選択的に挿入される挿入部５２６２
と、ボディ部５２６１の上方に延在し、第２弾性部材５２９２が掛かる掛止突起５２６５
と、を有する。
【０３５９】
　そして、ボディ部５２６１の回動中心には、第３回転軸孔５２６４が設けられている。
【０３６０】
　回転軸孔５２６４の上部と下部には、第３上部ボス５２７３と第３下部ボス５２８３が
設けられている。
【０３６１】
　そして、第３回転軸５２６８が設けられ、該第３回転軸５２６８は、挿入孔５２１３を
通過し、第３下部ボス５２８３、第３回転軸孔５２６４、第３上部ボス５２７３を通過し
て運動案内部５２６を回動可能に支持する。
【０３６２】
　図２６に示すように、フレーム１１０の上部には、第２ラッチ装置５３０が取り付けら
れている。
【０３６３】
　第２ラッチ装置５３０には、ストッパ５３３と掛止ピン５３４７が設けられている。
【０３６４】
　貯蔵室２０の上縁部には、ストッパ５２３が挿入されるストッパ溝１２１と、掛止ピン
５３４７が挿入される掛止案内溝１２２とが設けられている。
【０３６５】
　掛止案内溝１２２においてストッパ溝１２１の方向に「Ｃ」字状の延長溝が設けられて
いる。
【０３６６】
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　貯蔵容器１００がドア３０に結着してドア３０と共に動く場合に、掛止ピン５３４７は
、掛止案内溝１２２の延長溝に掛からないでドア３０の回動方向に自由に動くことができ
る。後述するが、貯蔵容器１００がドア３０から分離される場合には、掛止ピン５３４７
が延長溝の方向に動いて延長溝の掛止突部１２２ａに引っ掛かることで、貯蔵容器１００
が前方に移動することを防止する。
【０３６７】
　一方、ストッパ５３３は、第２ラッチ装置５３０の下部に下方に延設され、棒またはロ
ーラ形態に形成されることが好ましい。
【０３６８】
　ストッパ５３３は、貯蔵容器１００がドア３０と結着した状態で回動する中で、貯蔵室
２０の前方を閉鎖する場合に、貯蔵容器１００が貯蔵室２０の方向に深く入らないように
動きを制限する役割を果たす。
【０３６９】
　ストッパ５３３がストッパ溝１２１の奥面に接することで、貯蔵容器１００が貯蔵室２
０の方向に一定深さ以上入ることを防止することができる。
【０３７０】
　図２７に示すように、第２ラッチ装置５３０は、中空の内部を有し、前方が開放されて
いるハウジング５３１と、ハウジング５３１の内部に回動可能に設けられ、固定部材（図
４または図１１参照、５５０）または掛止案内溝（図２６参照、１２２）に引っ掛かる掛
止部５３４と、を備える。
【０３７１】
　なお、第２ラッチ装置５３０は、ハウジング５３１の内部に回動可能に設けられ、掛止
部５３４よりも下方に位置し、掛止部５３４と固定部材５５０との掛合解除状態または分
離状態時に、掛止部５３４に挿入されて掛止部５３４の回動を制限する回動制限部５３５
を備える。
【０３７２】
　掛止部５３４の上面には掛止ピン５３４７が上方に延設され、掛止部５３４の側端部に
は、固定部材（図４または図１１参照、５５０）が掛かって支持される掛合溝５３４２が
設けられている。
【０３７３】
【表５】

【０３７４】
　ハウジング５３１の上面と下面には、固定部材（図４参照、５５０）が挿入されるよう
に案内する挿入案内溝５３１１が設けられている。
【０３７５】
　ハウジング５３１の上面に設けられている挿入案内溝５３１１の一側には、掛止ピン５
３４７の移動を案内する移動案内溝５３１２が設けられている。掛止部５３４が回動する
と、掛止ピン５３４７も回動方向に沿って移動するが、移動案内溝５３１２は掛止ピン５
３４７の移動軌跡に対応する領域を持つ。
【０３７６】
　移動案内溝５３１２の領域は、図２６に示す掛止案内溝（図２４参照、１２２）の平面
図の形状に対応することが好ましい。
【０３７７】
　ハウジング５３１の上面には上方に延在するストッパ５３３が設けられており、該スト
ッパ５３３は円筒形状にするとよい。
【０３７８】
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　図２８は、第２ラッチ装置５３０の分解斜視図である。
【０３７９】
　ハウジング５３１は、上述したように、上面と下面にそれぞれ挿入案内溝５３１１が設
けられ、上面には移動案内溝５３１２が設けられている。
【０３８０】
　一方、ハウジング５３１の下面には、掛止部５３４と、回動制限部５３５と、移動案内
部５３６を回動可能に支持する回転軸５３６（５３６１，５３６２）が挿入される挿入孔
５３１４，５３１５と、が設けられている。
【０３８１】
　ハウジング５３１の内部には、弾性部材５３９２が掛かって支持される支持棒５３１７
が設けられている。
【０３８２】
　弾性部材５３９２は、支持棒５３１７と回動制限部５３５の掛止突起５３５４とを連結
する。
【０３８３】
　そのため、弾性部材５３９２は、回動制限部５３５が外力（固定部材５５０の加圧によ
る外力）によって回転した後に外力が消えると、回動制限部５３５を原位置に復帰させる
。
【０３８４】
　ハウジング５３１の後壁には、所定の締結部材が挿入されうる固定孔５３１８が設けら
れている。
【０３８５】
　締結部材は、固定孔５３１８を通過してフレーム（図４参照、１１０）に結合される。
【０３８６】
　掛止部５３４は、ボディ部５３４１と、ボディ部５３４１の一側に設けられている掛合
溝５３４２と、掛合溝５３４２の反対側にそれぞれ形成される第１挿入溝５３４４及び第
２挿入溝５３４５と、第１回転軸５３６１が挿入される第１回転軸孔５３４６と、ボディ
部５３４１の上面から上方に延在する掛止ピン５３４７と、を備える。
【０３８７】
　固定部材（図４参照、５５０）が掛合溝５３４２に掛かって支持されている状態では、
掛合溝５３４２は側方を見、固定部材５５０が離脱して掛合溝５３４２から分離された場
合には、掛合溝５３４２が前方を見るように構成される。
【０３８８】
　第１回転軸５３６１は、挿入孔５３１５に挿入された状態で掛止部５３４の第１回転軸
孔５３４６に挿入される。
【０３８９】
　掛止部５３４の上下面には、第１上部ボス５３７１と第１下部ボス５３８１が設けられ
、掛止部５３４をハウジング５３１の上下面から離間させる。
【０３９０】
　回動制限部５３５は、ボディ部５３５１と、ボディ部５３５１から一側に折り曲がる形
態で延在し、固定部材（図４または図１１参照、５５０）と接触可能に設けられる第１延
長部５３５２と、第１延長部５３５２と異なる方向に延在する第２延長部５３５３と、を
有する。
【０３９１】
　ボディ部５３５１には第２回転軸孔５３５６が設けられ、第２延長部５３５３の端部に
は弾性部材５３９２が掛かる掛止突起５３５４が設けられている。
【０３９２】
　第２延長部５３５３の上面には、上部に延在し、掛止部５３４の第２挿入溝５３４５に
選択的に挿入される挿入部５３５５が設けられている。
【０３９３】
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　挿入部５３５５が第２挿入溝５３４５に挿入される場合に、掛止部５３４の回動が制限
されるが、これは、固定部材５５０と掛止部５３４とが分離される場合に相当する。
【０３９４】
　第２回転軸５３６２は、第２回転軸孔５３５６に挿入された後に、挿入孔５３１４を通
過するように配置される。
【０３９５】
　ここで、回動制限部５３５の上面と下面には、第２上部ボス５３７２及び第２下部ボス
５３８２が設けられて、回動制限部５３５を支持し、且つハウジング５３１の下面と上面
から離間させる。
【０３９６】
　第２回転軸５３６２は、第２上部ボス５３７２、第２回転軸孔５３５６及び第２下部ボ
ス５３８２を貫通して配置される。
【０３９７】
　第２上部ボス５３７２及び第２下部ボス５３８２は、座金にしてもよい。
【０３９８】
　上述した第１、２ラッチ装置５２０，５３０は機械式の例にしたが、これらのラッチ装
置は、電気式または電子式にしてもよく、より具体的にはソレノイド装置の形態にしても
よい。
【０３９９】
　特に、ドア３０に設けられる制御装置であるラッチスイッチ装置６００とラッチ装置と
が連動し、ラッチスイッチ装置６００の操作に応じてラッチ装置が貯蔵容器１００と本体
１０とを連結させたり、または貯蔵容器１００とドア３０とを連結させたりすることがで
きる。
【０４００】
　図２８に示す第２ラッチ装置５３０と図２５に示す第１ラッチ装置５２０との相違点は
、第２ラッチ装置５３０には、第１ラッチ装置５２０における運動案内部５２６及び加圧
部５２２が省かれているという点である。
【０４０１】
　すなわち、運動案内部５２６は、掛止部５２４の回動運動を案内したり、掛止部５２４
の第１挿入溝５２４４に挿入されたりする機能を有する。
【０４０２】
　特に、運動案内部５２６が第１挿入溝５２４４に挿入されると、掛止部５２４の掛合溝
５２４２が前方に向くように配置されることが防止される。
【０４０３】
　そのため、掛合溝５２４２に固定部材５５０が挿入されて引っ掛かった状態になり、運
動案内部５２６が第１挿入溝５２４４に挿入されると、固定部材５５０が掛止部５２４か
ら離脱されることが防止される。
【０４０４】
　すなわち、このような掛止部５２４と運動案内部５２６との相互作用により、第１ラッ
チ装置５２０が積極的に固定部材５５０との固定状態を保持することが可能になる。
【０４０５】
　また、加圧部５２２がラッチスイッチ装置６００と連動し、加圧部５２２が押されると
運動案内部５２６を押し、運動案内部５２６と掛止部５２４との掛合状態を解除すること
ができる。
【０４０６】
　この状態では掛止部５２４の回動が自由になるため、使用者がドア３０を引くと、掛止
部５２４が前方に回動しながら固定部材５５０が掛止部５２４から離脱可能である。
【０４０７】
　その結果、第１ラッチ装置５２０から固定部材５５０が離脱可能となる。
【０４０８】
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　なお、受動的に動く第２ラッチ装置５３０と固定部材５５０も互いに分離されることで
、貯蔵容器１００とドア３０とが分離される。
【０４０９】
　図２９に示すように、ドア３０の前方には取手３２が設けられており、取手３２の上に
はボタン６１０が設けられている。
【０４１０】
　ドア３０の背面周縁にはシーリング部材３１が設けられている。
【０４１１】
　シーリング部材３１は、ガスケットとすることができる。
【０４１２】
　ドア３０の背面には、取手３２と連結されるラッチスイッチ装置６００が設けられてい
るが、ラッチスイッチ装置６００には解除ピン６５０が設けられている。
【０４１３】
　ラッチスイッチ装置６００の内部には、ボタン６１０の動作に応じて動くリンク部材（
図示せず）が設けられており、このリンク構造の端部に解除ピン６５０が配置される。
【０４１４】
　そのため、ボタン６１０が押されるとリンク部材が動き、これによって解除ピン６５０
が後方に移動し、第１ラッチ装置５２０の加圧部（図２４参照、５２２）を押す。
【０４１５】
　ラッチスイッチ装置６００の下部には、固定部材５５０が設けられており、該固定部材
５５０は、ドア３０の背面から後方に延在する延長脚５５１と、延長脚５５１の先端に設
けられている固定ピン５５２と、を有する。
【０４１６】
　延長脚５５１は、上下に相互に離れて設けられ、固定ピン５５２は上下に設けられてい
る延長脚５５１の先端に設けられる。
【０４１７】
　延長脚５５１は、相互に離れて所定の空間を形成する。
【０４１８】
　固定ピン５５２が第１ラッチ装置５２０の掛合溝（図２４、図２５参照、５２４２）に
掛かって支持される。
【０４１９】
　<上下同時回動ラッチ装置>
　図３０では、第１、２ラッチ装置５２０，５３０が所定の連結部１５００によって連結
されて同時に動作できる実施例を示す。
【０４２０】
　図３０には、正面で見て、ドア３０の左下側の隅部に装着される取手３２と、貯蔵容器
１００の左下側の隅部と左上側の隅部に設けられる第１、２ラッチ装置５２０，５３０と
、貯蔵容器１００の右下側の隅部と右上側の隅部に設けられる第１、２ガイド支持部５１
０，５４０と、を備える。
【０４２１】
　第１ラッチ装置５２０と第２ラッチ装置５３０は、ドア３０の回動部の位置の反対側に
配置されることが好ましい。
【０４２２】
　第１、２ラッチ装置５２０，５３０の反対側には、第１、２ガイド支持部５１０，５４
０が設けられている。
【０４２３】
　ドア３０の取手が取り付けられている部分には、第１ラッチ装置５２０を加圧して第１
ラッチ装置５２０を動作させるラッチスイッチ装置６００が設けられる。このラッチスイ
ッチ装置６００が制御装置を構成する。
【０４２４】
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　ラッチスイッチ装置６００は、ボタン６１０と連動してドア３０の後方に力を加え、ラ
ッチスイッチ装置６００の動作によって第１ラッチ装置５２０が動作し、これによってド
ア３０と貯蔵容器１００との結合状態または掛合状態を解除することができる。
【０４２５】
　すなわち、ボタン６１０が押されないと、ドア３０と貯蔵容器１００との間に結合状態
または掛合状態が維持され、ボタン６１０が押されると、ドア３０と貯蔵容器１００との
間の結合状態または掛合状態が解除され、貯蔵容器１００と本体１０とが結合または掛合
状態となる。
【０４２６】
　取手３２はドア３０の一側面にネジで結合するとよく、取手３２には、取手３２をなす
垂直の棒から水平方向に延在してドアの一側面に締結されるように構成された延長部が設
けられている。そして、ラッチスイッチ装置６００は、ドア３０の取手３２が締結される
部位近傍においてドア３０の内部に埋設されることが好ましい。
【０４２７】
　また、ドア３０の周縁部には、ラッチ装置５２０，５３０及びガイド支持部５１０，５
４０に挿入されて結合または掛止される固定部材５５０が、ドア３０の背面から後方に突
出して締結されている。
【０４２８】
　固定部材５５０は、貯蔵容器１００のラッチ装置５２０，５３０に選択的に挿入され第
１、２ラッチ装置５２０，５３０に引っ掛かることで、貯蔵容器１００がドア３０に装着
されるようにする。
【０４２９】
　そのため、ドア３０が回動する時に、ラッチ装置５２０，５３０と固定部材５５０との
結合により、貯蔵容器１００もドア３０と共に回動運動可能になる。
【０４３０】
　固定部材５５０は、第１、２ラッチ装置５２０，５３０の位置に対応してドア３０背面
に配置されると好ましい。
【０４３１】
　取手３２にはラッチスイッチ装置６００を作動させるボタン６１０が設けられており、
ラッチスイッチ装置６００の内部に設けられるリンク部材（図示せず）により、ラッチ装
置５２０，５３０のうち、冷蔵庫の正面から見て貯蔵容器１００の左下側に配置されてい
るラッチ装置５２０を押してそのロック状態が解除されるようにする。
【０４３２】
　そのため、使用者がドア３０の取手３２におけるボタン６１０を押し、ラッチスイッチ
装置６００を介してラッチ装置５２０のロック状態を解除した後に、ドア取手３２を引く
と、貯蔵容器１００は本体１０に装着された状態を維持し、ドア３０のみ回動して開くこ
ととなる。
【０４３３】
　第１ラッチ装置５２０と第２ラッチ装置５３０は、連結部１５００によって連結されて
、相互連動して同時に作動できるような構成とすることが好ましい。
【０４３４】
　第１ラッチ装置５２０は、フレーム１１０一側（冷蔵庫の正面では左側）の下部に設け
られ、第２ラッチ装置５３０は、フレーム１１０の一側（冷蔵庫の正面で左側）の上部に
設けられる。
【０４３５】
　連結部１５００は、上下方向に配置され、第１、２ラッチ装置５２０，５３０を上下方
向に連結することができる。
【０４３６】
　ここでは、第１ラッチ装置５２０が主動、第２ラッチ装置５３０が従動になることが好
ましいが、これは、ラッチスイッチ装置６００が第１ラッチ装置５２０に隣接して配置さ
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れているためである。ただし、このような位置や主動、従動の関係は置き換えてもよい。
【０４３７】
　第１、２ガイド支持部５１０，５４０は、ドア３０背面に設けられる他の固定部材ら５
５０が掛かって支持されるように構成する。
【０４３８】
　これらの固定部材５５０は、ドア３０の背面の４個の隅部に設けられているが、ドアの
回動部に隣接する箇所には、第１、２ガイド支持部５１０，５４０に挿入可能な固定部材
５５０が設けられる。
【０４３９】
　ドア３０の回動部の反対側には、第１、２ラッチ装置５２０，５３０に挿入されて引っ
掛かる固定部材５５０が設けられる。
【０４４０】
　各固定部材５５０は、上下方向に２個ずつ設けられるとよい。図３１に示すように、フ
レーム１１０には、第１ラッチ装置５２０が設けられている。第１ラッチ装置５２０はロ
ーラ装置３００の一側に配置されている。
【０４４１】
　第１ラッチ装置５２０にはストッパ５２３と掛止ピン５２４７が設けられている。
【０４４２】
　貯蔵室２０の下縁部または引出し２３の上部には、ストッパ５２３が挿入されるストッ
パ溝１１１と、掛止ピン５２４７が挿入される掛止案内溝１１２が設けられている。
【０４４３】
　掛止案内溝１１２においてストッパ溝１１１の方向に「Ｃ」字状の延長溝が設けられて
いる。
【０４４４】
　貯蔵容器（第１対象物）１００がドア（第３対象物）３０に結着してドア３０と共に動
く場合に、掛止ピン５２４７は、掛止案内溝１１２の延長溝に掛からないでドア３０の回
動方向に自由に動くことができる。
【０４４５】
　後述するが、貯蔵容器１００がドア３０から分離される場合は、掛止ピン５２４７が延
長溝の方向に動き、延長溝の掛止突部１１２ａに引っ掛かることで、貯蔵容器１００が前
方に移動することを防止する。
【０４４６】
　一方、ストッパ５２３は、第１ラッチ装置５２０の下部に下方に延長して設けられ、棒
またはローラ形態に形成されることが好ましい。
【０４４７】
　ストッパ５２３は、貯蔵容器１００がドア３０と結着した状態で回動する中で、貯蔵室
（第２対象物）２０の前方を閉鎖する場合に、貯蔵容器１００が貯蔵室２０の方向に深く
入らないように動きを制限する役割を果たす。
【０４４８】
　ストッパ５２３がストッパ溝１１１の奥面に接することで、貯蔵容器１００が貯蔵室２
０の方向に一定深さ以上入ることが防止される。
【０４４９】
　第１ラッチ装置５２０の上部には連結部１５００を回動可能に設けることができ、連結
部１５００は、第２ラッチ装置（図３０参照、５３０）と連結される。図３２に示すよう
に、フレーム１１０の上部には第２ラッチ装置５３０が設けられている。
【０４５０】
　第２ラッチ装置５３０には、ストッパ５３３と掛止ピン５３４７が設けられている。
【０４５１】
　貯蔵室２０の上縁部には、ストッパ５２３が挿入されるストッパ溝１２１と、掛止ピン
５３４７が挿入される掛止案内溝１２２とが設けられている。
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【０４５２】
　掛止案内溝１２２においてストッパ溝１２１の方向に「Ｃ」字状の延長溝が設けられて
いる。
【０４５３】
　貯蔵容器１００がドア３０に結着してドア３０と共に動く場合に、掛止ピン５３４７は
、掛止案内溝１２２の延長溝に掛からないでドア３０の回動方向に自由に動くことができ
る。
【０４５４】
　後述するが、貯蔵容器１００がドア３０から分離される場合には、掛止ピン５３４７が
延長溝の方向に動いて延長溝の掛止突部１２２ａに引っ掛かることで、貯蔵容器１００が
前方に移動することを防止する。
【０４５５】
　一方、ストッパ５３３は、第２ラッチ装置５３０の下部に下方に延設され、棒またはロ
ーラ形態に形成されることが好ましい。
【０４５６】
　ストッパ５３３は、貯蔵容器１００がドア３０と結着した状態で回動する中で、貯蔵室
２０の前方を閉鎖する場合に、貯蔵容器１００が貯蔵室２０の方向に深く入らないように
動きを制限する役割を果たす。
【０４５７】
　ストッパ５３３がストッパ溝１２１の奥面に接することで、貯蔵容器１００が貯蔵室２
０の方向に一定深さ以上入ることを防止することができる。
【０４５８】
　第２ラッチ装置５３０の下部には連結部１５００が回動可能に設けられ、連結部１５０
０によって第２ラッチ装置５３０と第１ラッチ装置５２０とが連結される。
【０４５９】
　上述したように、第１ラッチ装置５２０が動作して連結部１５００が動くと、第２ラッ
チ装置５３０も同時に同一方向に動くことができる。
【０４６０】
　図３３に示すように、第１ラッチ装置５２０は、中空の内部を有し、前方が開放されて
いるハウジング５２１と、ハウジング５２１の内部に回動可能に設けられ、固定部材（図
２９参照、５５０）または掛止案内溝（図３１参照、１１２）に引っ掛かる掛止部５２４
と、を備える。
【０４６１】
　また、第１ラッチ装置５２０は、ハウジング５２１の内部に回動可能に設けられ、掛止
部５２４よりも下方に位置し、掛止部５２４と固定部材５５０との掛合解除状態または分
離状態時に、掛止部５２４に挿入されて掛止部５２４の回動を制限する回動制限部５２５
を備える。
【０４６２】
　一方、ハウジング５２１の内部には、掛止部５２４と第１弾性部材（図３４参照、５２
９１）によって連結されて、掛止部５２４の回動運動を案内する運動案内部（図３３参照
、５２６）が設けられている。
【０４６３】
　ハウジング５２１の前方には、運動案内部５２６を加圧して運動案内部５２６を回動さ
せる加圧部５２２が設けられている。
【０４６４】
　加圧部５２２は、ラッチスイッチ装置（図３０参照、６００）と接触可能に設けられ、
ラッチスイッチ装置６００の押す動作によってハウジング５２１の内側へ移動して、運動
案内部５２６を移動させ、結局として掛止部５２４を回動させる。
【０４６５】
　掛止部５２４の下面には、掛止ピン５２４７が下方に延設され、掛止部５２４の側端部
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には固定部材（図２８参照、５５０）が掛かって支持される掛合溝５２４２が設けられて
いる。
【０４６６】
【表６】

【０４６７】
　ハウジング５２１の上面と下面には、固定部材（図２９参照、５５０）が挿入されるよ
うに案内する挿入案内溝５２１１が設けられている。
【０４６８】
　ハウジング５２１の下面に設けられる挿入案内溝５２１１の一側には、掛止ピン５２４
７の移動を案内する移動案内溝５２１２が設けられている。掛止部５２４が回動すると、
掛止ピン５２４７も回動方向に沿って移動するが、移動案内溝５２１２は掛止ピン５２４
７の移動軌跡に対応する領域を持つ。
【０４６９】
　移動案内溝５２１２の領域は、図３１に示す掛止案内溝（図３１参照、１１２）の平面
図の形状に対応することが好ましい。
【０４７０】
　ハウジング５２１の下面には下方に延在するストッパ５２３が設けられており、該スト
ッパ５２３は円筒形状にするとよい。
【０４７１】
　一方、連結部１５００は、ハウジング５２１の上面を貫通して上部に延設される。連結
部１５００は、上下に長い軸形態にすることが好ましい。
【０４７２】
　連結部１５００によって第１ラッチ装置５２０と連結される第２ラッチ装置５３０も、
中空の内部を有し、前方が開放されているハウジング５３１と、ハウジング５３１の内部
に回動可能に設けられ、固定部材（図３０参照、５５０）または掛止案内溝（図３１参照
、１２２）に引っ掛かる掛止部５３４と、を備える。
【０４７３】
　なお、第２ラッチ装置５３０は、ハウジング５３１の内部に回動可能に設けられ、掛止
部５３４よりも下方に位置し、掛止部５３４と固定部材５５０との掛合解除状態または分
離状態時に、掛止部５３４に挿入されて掛止部５３４の回動を制限する回動制限部５３５
を備える。
【０４７４】
　一方、ハウジング５３１の内部には、掛止部５３４と第１弾性部材（図３５参照、５３
９１）によって連結されて、掛止部５３４の回動運動を案内する運動案内部（図３３参照
、５３６）が設けられている。
【０４７５】
　掛止部５３４の下面には掛止ピン５３４７が下方に延設され、掛止部５３４の側端部に
は、固定部材（図２８参照、５５０）が掛かって支持される掛合溝５３４２が設けられて
いる。
【０４７６】
【表７】

【０４７７】
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　ハウジング５３１の上面と下面には、固定部材（図２９参照、５５０）が挿入されるよ
うに案内する挿入案内溝５３１１が設けられている。
【０４７８】
　ハウジング５３１の下面に設けられている挿入案内溝５３１１の一側には、掛止ピン５
３４７の移動を案内する移動案内溝５３１２が設けられている。
【０４７９】
　掛止部５３４が回動すると、掛止ピン５３４７も回動方向に沿って移動するが、移動案
内溝５３１２は掛止ピン５３４７の移動軌跡に対応する領域を持つ。
【０４８０】
　移動案内溝５３１２の領域は、図３２に示す掛止案内溝（図３２参照、１２２）の平面
図の形状に対応することが好ましい。
【０４８１】
　ハウジング５３１の下面には下方に延在するストッパ５３３が設けられており、該スト
ッパ５３３は円筒形状にするとよい。
【０４８２】
　連結部１５００は、ハウジング５３１を貫通して回動可能に配置され、後述する運動案
内部（図３５参照、５３６１）と連結される。
【０４８３】
　そのため、第１ラッチ装置５２０の運動案内部（図３４参照、５２６１）と第２ラッチ
装置５３０の運動案内部（図３５参照、５３６１）が相互連動できる。
【０４８４】
　図３４は、第１ラッチ装置５２０の分解斜視図である。
【０４８５】
　ハウジング５２１は、上述したように、上面と下面にそれぞれ挿入案内溝５２１１が設
けられ、下面には移動案内溝５２１２が設けられている。一方、ハウジング５２１の下面
には、掛止部５２４と、回動制限部５２５と、移動案内部５３６を回動可能に支持する回
転軸５２６６（５２６７，５２６８，５２６９）が挿入される挿入孔５２１３，５２１４
，５２１５と、が設けられている。
【０４８６】
　ハウジング５２１の上面の前方には、加圧部５２２が挿入されて支持され、加圧部５２
２の前後方向の移動を案内するガイド孔５２１６が設けられている。
【０４８７】
　ハウジング５２１の内部には、第２弾性部材５２９２が掛かって支持される支持棒５２
１７が設けられている。第２弾性部材５２９２は、コイルバネの形態にするとよい。
【０４８８】
　第２弾性部材５２９２は、支持棒５２１７と回動制限部５２５の掛止突部５２５４とを
連結する。
【０４８９】
　そのため、第２弾性部材５２９２は、回動制限部５２５が外力（固定部材５５０の加圧
による外力）によって回転した後に外力が消えると、回動制限部５２５を原位置に復帰さ
せる。
【０４９０】
　ハウジング５２１の後壁には、所定の締結部材が挿入されうる締結孔５２１８が設けら
れている。締結部材は、締結孔５２１８を通過してフレーム（図４参照、１１０）に結合
される。
【０４９１】
　掛止部５２４は、ボディ部５２４１と、ボディ部５２４１の一側に設けられている掛合
溝５２４２と、ボディ部５２４１の上面に設けられている掛止突起５２４３と、掛合溝５
２４２の反対側にそれぞれ形成される第１挿入溝５２４４及び第２挿入溝５２４５と、第
１回転軸５２４７が挿入される第１回転軸孔５２４６と、ボディ部５２４１の下面から下
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方に延在する掛止ピン５２４７と、を備える。
【０４９２】
　掛止突起５２４３には第１弾性部材５２９１の一端部が掛かり、第１弾性部材５２９１
の他端部は、運動案内部５２６に設けられている掛止突起５２６５に掛かる。第１弾性部
材５２９１もコイルバネ形態にすることが好ましい。
【０４９３】
　そのため、運動案内部５２６が加圧部５２２に押されて回動運動をすると、該運動が弾
性部材５２９１によって伝達されて掛止部５２４も回動運動をする。
【０４９４】
　これにより、掛合溝５２４２が側方を見る状態で前方に動くことができる。
【０４９５】
　第１回転軸５２６７は、挿入孔５２１５に挿入された状態で掛止部５２４の第１回転軸
孔５２４６に挿入される。
【０４９６】
　ただし、掛止部５２４の上下面には第１上部ボス５２７１と第１下部ボス５２８１とが
設けられて、掛止部５２４をハウジング５２１の上下面から離間させる。
【０４９７】
　回動制限部５２５は、ボディ部５２５１と、ボディ部５２５１から一側に折り曲がる形
態で延在し、固定部材（図４参照、５５０）と接触可能に設けられる第１延長部５２５２
と、第１延長部５２５２と異なる方向に延在する第２延長部５２５３と、を有する。
【０４９８】
　ボディ部５２５１には第２回転軸孔５２５６が設けられ、第２延長部５２５３の端部に
は第２弾性部材５２９２が掛かる掛止突起５２５４が設けられている。
【０４９９】
　第２延長部５２５３の上面には、上方に延在し、掛止部５２４の第２挿入溝５２４５に
選択的に挿入される挿入部５２５５が設けられている。
【０５００】
　挿入部５２５５が第２挿入溝５２４５に挿入されると掛止部５２４の回動が制限される
が、これは、固定部材５５０と掛止部５２４とが分離される場合に相当する。
【０５０１】
　第２回転軸５２６９は、第２回転軸孔５２５６に挿入された後に、挿入孔５２１４を通
過するように配置される。
【０５０２】
　ここで、回動制限部５２５の上面と下面には第２上部ボス５２７２及び第２下部ボス５
２８２が設けられて、回動制限部５２５を支持し、且つハウジング５２０の下面と上面か
ら離間させる。
【０５０３】
　第２回転軸５２６９は、第２上部ボス５２７２、第２回転軸孔５２５６及び第２下部ボ
ス５２８２を貫通して配置される。
【０５０４】
　第２上部ボス５２７２及び第２下部ボス５２８２は、座金にしてもよい。
【０５０５】
　運動案内部５２６は、ボディ部５２６１と、ボディ部５２６１から側方に延在し、加圧
部５２２と接触するように設けられている接触片５２６３と、ボディ部５２６１から他の
方向に延在し、掛止部５２４の第１挿入溝５２４４に選択的に挿入される挿入部５２６２
と、ボディ部５２６１の上方に延在し、第２弾性部材５２９２が掛かる掛止突起５２６５
と、を有する。
【０５０６】
　そして、ボディ部５２６１の回動中心には、第３回転軸孔５２６４が設けられている。
【０５０７】
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　回転軸孔５２６４の上部と下部には、第３上部ボス５２７３と第３下部ボス５２８３が
設けられている。
【０５０８】
　そして、第３回転軸５２６８が設けられ、該第３回転軸５２６８は、挿入孔５２１３を
通過し、第３下部ボス５２８３、第３回転軸孔５２６４、第３上部ボス５２７３を通過し
て運動案内部５２６を支持する。
【０５０９】
　ここで、第３回転軸５２６８は、運動案内部５２６は共に動くように構成するとよい。
そのため、第３回転軸５２６８は運動案内部５２６と同時に回転することが好ましい。
【０５１０】
　ここで、連結部１５００は、第３回転軸５２６８と連結されてもよく、第３回転軸５２
６８と一体に形成されてもよい。
【０５１１】
　こうすると、第３回転軸５２６８、連結部１５００及び運動案内部５２６は共に動くこ
とができ、運動案内部５２６の回動運動により連結部１５００が回動する。
【０５１２】
　一方、ハウジング５２１の上部には、連結部１５００が回動可能に挿入されて支持され
る連結孔５２１９が設けられている。
【０５１３】
　図３５は、第２ラッチ装置５３０の分解斜視図である。
【０５１４】
　ハウジング５３１は、上述したように、上面と下面にそれぞれ挿入案内溝５３１１が設
けられ、上面には移動案内溝５３１２が設けられている。
【０５１５】
　一方、ハウジング５３１の下面には、掛止部５３４と、回動制限部５３５と、移動案内
部５３６を回動可能に支持する回転軸５３６６（５３６７，５３６８，５３６９）が挿入
される挿入孔５３１３，５３１４，５３１５と、が設けられている。
【０５１６】
　ハウジング５３１の内部には、第２弾性部材５３９２が掛かって支持される支持棒５３
１７が設けられている。第２弾性部材５３９２は、コイルバネの形態にすることが好まし
い。
【０５１７】
　弾性部材５３９２は、支持棒５３１７と回動制限部５３５の掛止突起５３５４とを連結
する。
【０５１８】
　そのため、第２弾性部材５３９２は、回動制限部５３５が外力（固定部材５５０の加圧
による外力）によって回転した後に外力が消えると、回動制限部５３５を原位置に復帰さ
せる。
【０５１９】
　ハウジング５３１の後壁には、所定の締結部材が挿入されうる締結孔５３１８が設けら
れている。該締結部材は、締結孔５３１８を通過してフレーム（図４参照、１１０）に結
合される。
【０５２０】
　掛止部５３４は、ボディ部５３４１と、ボディ部５３４１の一側に設けられている掛合
溝５３４２と、ボディ部５３４１の上面に設けられている掛止突起５３４３と、掛合溝５
３４２の反対側にそれぞれ形成されている第１挿入溝５３４４及び第２挿入溝５３４５と
、第１回転軸５３６７が挿入される第１回転軸孔５３４６と、ボディ部５３４１の上面か
ら上方に延在する掛止ピン５３４７と、を有する。
【０５２１】
　掛止突起５３４３には第１弾性部材５３９１の一端部が掛かり、第１弾性部材５３９１
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の他端部は、運動案内部５３６に設けられている掛止突起５３６５に掛かる。第１弾性部
材５３９１もコイルバネ形態にすることが好ましい。
【０５２２】
　そのため、運動案内部５３６が、第１ラッチ装置５２０の運動案内部５２６と連結され
ている連結部１５００によって回動運動をすると、該運動が弾性部材５３９１によって伝
達されて掛止部５３４も回動運動をする。
【０５２３】
　これにより、掛合溝５３４２が側方を見る状態で前方に動くことができる。
【０５２４】
　第１回転軸５３６７は、挿入孔５３１５に挿入された状態で掛止部５３４の第１回転軸
孔５３４６に挿入される。
【０５２５】
　ただし、掛止部５３４の上下面には第１上部ボス５３７１と第１下部ボス５３８１とが
設けられて、掛止部５３４をハウジング５３１の上下面から離間させる。
【０５２６】
　回動制限部５３５は、ボディ部５３５１と、ボディ部５３５１から一側に折り曲がる形
態で延在し、固定部材（図２９参照、５５０）と接触可能に設けられる第１延長部５３５
２と、第１延長部５３５２と異なる方向に延在する第２延長部５３５３と、を有する。
【０５２７】
　ボディ部５３５１には第２回転軸孔５３５６が設けられ、第２延長部５３５３の端部に
は第２弾性部材５３９２が掛かる掛止突起５３５４が設けられている。
【０５２８】
　第２延長部５３５３の上面には、上方に延在し、掛止部５３４の第２挿入溝５３４５に
選択的に挿入される挿入部５３５５が設けられている。
【０５２９】
　挿入部５３５５が第２挿入溝５３４５に挿入されると掛止部５３４の回動が制限される
が、これは、固定部材５５０と掛止部５３４とが分離される場合に相当する。
【０５３０】
　第２回転軸５３６９は、第２回転軸孔５３５６に挿入された後に、挿入孔５３１４を通
過するように配置される。
【０５３１】
　ここで、回動制限部５３５の上面と下面には第２上部ボス５３７２及び第２下部ボス５
３８２が設けられて、回動制限部５３５を支持し、且つハウジング５３１の下面と上面か
ら離間させる。
【０５３２】
　第２回転軸５３６９は、第２上部ボス５３７２、第２回転軸孔５３５６及び第２下部ボ
ス５３８２を貫通して配置される。
【０５３３】
　第２上部ボス５３７２及び第２下部ボス５３８２は、座金にしてもよい。
【０５３４】
　運動案内部５３６は、ボディ部５３６１と、ボディ部５３６１から側方に延在し、加圧
部５３２と接触するように設けられている接触片５３６３と、ボディ部５３６１から他の
方向に延在し、掛止部５３４の第１挿入溝５３４４に選択的に挿入される挿入部５３６２
と、ボディ部５３６１の上方に延在し、第２弾性部材５３９２が掛かる掛止突起５３６５
と、を有する。
【０５３５】
　そして、ボディ部５３６１の回動中心には、第３回転軸孔５３６４が設けられている。
回転軸孔５３６４の上部と下部には、第３上部ボス５３７３と第３下部ボス５３８３が設
けられている。
【０５３６】
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　そして、第３回転軸５３６８が設けられ、該第３回転軸５３６８は、挿入孔５３１３を
通過し、第３下部ボス５３８３、第３回転軸孔５３６４、第３上部ボス５３７３を通過し
て運動案内部５３６を回動可能に支持する。
【０５３７】
　ここで、第３回転軸５３６８は運動案内部５３６と共に動くように構成することが好ま
しい。そのため、第３回転軸５３６８は運動案内部５３６と同時に回転できるようにする
ことが好ましい。
【０５３８】
　連結部１５００は、第３回転軸５３６８に結合されてもよく、第３回転軸５３６８と一
体に形成されてもよい。
【０５３９】
　こうすると、第１回転軸５３６８、連結部１５００及び運動案内部５３６は共に動くこ
とができ、連結部１５００が回動すると運動案内部５３６も回動する。
【０５４０】
　上述した第１、２ラッチ装置５２０，５３０は機械式の例にしたが、これらのラッチ装
置は、電気式または電子式にしてもよく、より具体的にはソレノイド装置の形態にしても
よい。
【０５４１】
　特に、ドア３０に設けられる制御装置であるラッチスイッチ装置６００とラッチ装置と
が連動し、ラッチスイッチ装置６００の操作に応じてラッチ装置が貯蔵容器１００と本体
１０とを連結させたり、または貯蔵容器１００とドア３０とを連結させたりすることがで
きる。
【０５４２】
　図３６及び図３７は、第１ラッチ装置５２０の掛止部５２４及び運動案内部５２６、そ
して第２ラッチ装置５３０の掛止部５３４及び運動案内部５３６の連結状態を示す図であ
る。
【０５４３】
　図３６及び図３７に示すように、それぞれの運動案内部５２６，５３６は、上下方向に
配置されており、運動案内部５２６，５３６は上下方向に配置される連結部１５００によ
って連結することができる。
【０５４４】
　上述したように、運動案内部５２６，５３６はそれぞれの掛止部５２４，５３４と弾性
部材（図示せず）によって連結され、該運動案内部５２６，５３６の回転運動に従って掛
止部５２４，５３４が回転して固定部材５５０と選択的に連結または連結解除される。
【０５４５】
　特に、第１ラッチ装置５２０に対応する加圧部５２２の動作によって、第１ラッチ装置
５２０の運動案内部５２６が回動すると、該回動運動は第２ラッチ装置５３０の運動案内
部５３６に伝達される。
【０５４６】
　これにより、第１ラッチ装置５２０における運動案内部５２６の回動運動方向は、第２
ラッチ装置５３０における運動案内部５３６と同一になる。
【０５４７】
　そのため、第１ラッチ装置５２０の掛止部５２４の運動方向も、第２ラッチ装置５３０
の掛止部５３４の運動方向と同一になる。
【０５４８】
　これにより、第１ラッチ装置５２０と固定部材５５０との間の結合／分離、そして、第
２ラッチ装置５３０と固定部材５５０との間の結合／分離が同時に起こることができる。
【０５４９】
　ここで、説明していない図面符号１３０は貯蔵容器のカバー、３０はドアを表す。
【０５５０】



(45) JP 5658198 B2 2015.1.21

10

20

30

40

50

　<ガイド支持部>
　図３８に示すように、第１ガイド支持部５１０はフレーム１１０に取り付けられている
。
【０５５１】
　前方から見て、第１ガイド支持部５１０は、フレーム１１０の右下側に固定設置され、
ドア３０の後方に設けられている固定部材５５０が挿入可能になっている。
【０５５２】
　すなわち、ドア３０と貯蔵容器１００とが結着している状態でドア３０が回動する場合
、固定部材５５０は、第１ガイド支持部５１０に挿入されたり離脱したりする。
【０５５３】
　第１ガイド支持部５１０は、ハウジング５１１と、ハウジング５１１の内部に設けられ
る支持板５１２と、支持板５１２に設けられる挿入案内溝５１３と、支持板５１２の下部
に設けられて下方に延在するストッパ５１４と、を備える。
【０５５４】
　ここで、ストッパ５１４は、貯蔵室入口の下右側の縁部に設けられているストッパ溝１
３１に挿入可能である。
【０５５５】
　ストッパ５１４は、貯蔵容器１００がドア３０と結着している状態で回動する中で、貯
蔵室２０前方を閉鎖する場合に、貯蔵容器１００が貯蔵室２０の方向に深く入らないよう
に動きを制限する役割を果たす。
【０５５６】
　ストッパ５１４がストッパ溝１３１の奥面に接することで、貯蔵容器１００が貯蔵室２
０の方向に一定深さ以上入ることを防止することができる。
【０５５７】
　ストッパ溝１３１は、ドアの回転軌跡に従う固定部材５５０の固定ピン５５２の回転軌
跡に対応するように斜線方向に延在すると共に、その側壁が一定の曲率を持つように配置
されることが好ましい。
【０５５８】
　すなわち、ドア３０の回動部に近接する固定部材５５０の回転軌跡は曲線を描くため、
このような軌跡に対応する曲率を持つ側壁とすることが好ましい。
【０５５９】
　図３９に示すように、第２ガイド支持部５４０はフレーム１１０に取り付けられている
。
【０５６０】
　前方から見て、第２ガイド支持部５４０は、フレーム１１０の右上側に固定設置され、
ドア３０の後方に設けられている固定部材５５０が挿入可能になっている。
【０５６１】
　すなわち、ドア３０と貯蔵容器１００とが結着していない状態でドア３０が回動する場
合に、固定部材５５０は、第２ガイド支持部５４０に挿入されたり離脱したりする。
【０５６２】
　第２ガイド支持部５４０は、ハウジング５４１と、ハウジング５４１の内部に設けられ
ている支持板５４２と、支持板５４２に設けられている挿入案内溝５４３と、ハウジング
５４１の上部に設けられて上方に延在するストッパ５４４と、を備える。
【０５６３】
　ここで、ストッパ５４４は、貯蔵室入口の右上側の縁部に設けられているストッパ溝１
４１に挿入可能である。
【０５６４】
　ストッパ５４４は、貯蔵容器１００がドア３０と結着している状態で回動する中で、貯
蔵室２０の前方を閉鎖する場合に、貯蔵容器１００が貯蔵室２０の方向に深く入らないよ
うに動きを制限する役割を果たす。
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【０５６５】
　ストッパ５４４がストッパ溝１４１の奥面に接することで、貯蔵容器１００が貯蔵室２
０の方向に一定深さ以上入ることを防止することができる。
【０５６６】
　ストッパ溝１４１は、ドアの回転軌跡に従う固定部材５５０の固定ピン５５２の回転軌
跡に対応するように斜線方向に延在し、且つ側壁が一定の曲率を持つように配置されるこ
とが好ましい。
【０５６７】
　すなわち、ドア３０の回動部に近接する固定部材５５０の回転軌跡は曲線を描くため、
このような軌跡に対応する曲率を持つ側壁とすることが好ましい。
【０５６８】
　<ラッチスイッチ装置　基本>
　図４０は、ドア取手の一側に装着されるラッチスイッチ装置のリンク構造を示す斜視図
であり、図４１は、ラッチスイッチ装置の分解斜視図である。
【０５６９】
　ラッチスイッチ装置６００は、ドア３０の取手３２に設けられているボタン６１０と、
ボタンを押すことによるボタンの運動方向と作用点を、別の方向と位置に切り替えて伝達
する運動切替装置と、を備えることで、第１ラッチ装置５２０のロック状態を選択的に解
除する。
【０５７０】
　ラッチスイッチ装置６００の運動切替装置は、ボタン６１０の押下に連動して回動する
リンク部材６３０とすることができる。
【０５７１】
　また、ラッチスイッチ装置６００は、リンク部材６３０に押されて第１ラッチ装置５２
０のロック状態を解除して作動させる解除ピン６５０をさらに備えることができる。
【０５７２】
　図４０に示すように、ボタン６１０は、ドア取手３２の上端部に突出するように装着さ
れ、使用者が取手３２を取って押すことができるようになっている。
【０５７３】
　リンク部材６３０は、ドア３０の内部で回動可能に装着される。このリンク部材６３０
は、図４１に示すように、棒状のリンク両端部が互い垂直に延長形成される。
【０５７４】
　ここで、リンク部材６３０は、少なくとも一つの軸受けが連結されるメインロッドと、
メインロッドの一端部から第１方向に延在し、先端がプッシュレバー６２０の垂直延長部
６２３の一端部と連結される第１アームと、メインロッドの他端部から第２方向に延在し
、先端が選択的に解除ピン６５０と接触可能に設けられる第２アームと、を備えることが
できる。
【０５７５】
　リンク部材６３０が回動しながら解除ピン６５０を押すように構成される。解除ピン６
５０は回動するリンク部材６３０により押され、第１ラッチ装置５２０の加圧部（図２４
参照、５２２）を押すようになる。
【０５７６】
　ラッチスイッチ装置６００は、ボタン６１０と連結され、押されるボタン６１０と共に
動いてリンク部材６３０を回動させるプッシュレバー６２０をさらに備えることが好まし
い。
【０５７７】
　プッシュレバー６２０は、ボタン６１０と連結されており、使用者がボタンを押すと、
ボタンと共に下方に動いてリンク部材６３０の一端部を回動させる。
【０５７８】
　このプッシュレバー６２０は、図４１に示すように、ボタン６１０と連結されて取手３



(47) JP 5658198 B2 2015.1.21

10

20

30

40

50

２内で上下にスライディングするスライディング部６２１と、スライディング部６２１の
上端部で水平に延長形成された水平延長部６２２と、水平延長部６２２の端部から下方に
延長形成された垂直延長部６２３と、垂直延長部６２３の下端部から突出形成され、リン
ク部材６３０の一端部が挿入されるリンク部材挿入部６２４と、を備えることが好ましい
。
【０５７９】
　また、プッシュレバー６２０は、スライディング部６２１の下端部に突起部６２５がさ
らに形成され、この突起部６２５が取手３２内におけるバネ６２６を加圧する構成とする
ことがより好ましい。
【０５８０】
　また、ラッチスイッチ装置６００は、ドア３０の内部に埋め立てられるケース６８０を
さらに備え、リンク部材６３０は、ケース内部に回動可能に装着されることが好ましい。
【０５８１】
　ケース６８０は、図４１に示すように、向かい合って結合する第１ケース部６８１及び
第２ケース６８２と、第２ケースの一側に結合して、解除ピン６５０を直線運動するよう
に案内する第３ケース６８３と、からなることが好ましい。
【０５８２】
　第１ケース部６８１及び第２ケース６８２には、互いにネジにより結合できるように複
数の結合孔が形成され、第２ケース６８２には、別途にドア３０に結合できるように結合
孔が形成されている。
【０５８３】
　また、第３ケース６８３にも、第２ケース６８２と結合するための結合孔が形成されて
いる。
【０５８４】
　ドア３０は、内部に断熱材が発泡されるため、ケース６８０は発泡される断熱材がケー
ス６８０の内部に入らないように密閉することが好ましい。
【０５８５】
　リンク部材６３０は、第１ケース部６８１と第２ケース６８２とからなるケース６８０
内に回動可能に装着され、この場合、リンク部材６３０を直接装着するよりは、２つの軸
受け部材６３１，６３２を介してケース６８０に装着することが好ましい。
【０５８６】
　リンク部材６３０の摩擦を軽減し、その回動運動を円滑にさせることができるためであ
る。
【０５８７】
　ラッチスイッチ装置６００は、解除ピン６５０を原位置に復元させるバネ６６０をさら
に備えることが好ましい。
【０５８８】
　リンク部材６３０が解除ピン６５０を押して加圧部５２２を押した後に、ボタン６１０
を押す力が消えると、リンク部材６３０の回動力も消えるため、解除ピン６５０は元の状
態に復帰する必要がある。
【０５８９】
　そのために、バネ６６０が解除ピン６５０を囲むように挿入され、第３ケース６８３に
対して圧縮されてから復元力により伸びながら解除ピン６５０を原位置に復帰させる。
【０５９０】
　一方、解除ピン６５０は、第３ケース６８３内で直線運動するピン部材６５１と、該ピ
ン部材の端部に結合されるプッシュ部材６５２と、からなることが好ましい。
【０５９１】
　ここで、直線運動するピン部材６５１はプラスチックで形成し、加圧部５２２を押すプ
ッシュ部材６５２は弾性のゴム材質で形成する等、両部材を、異なる材質で形成すること
ができる。
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【０５９２】
　ラッチスイッチ装置６００は、ケース６８０内にスライディング可能に装着され、リン
ク部材６３０の回動運動を直線運動に切り替えて解除ピン６５０に伝達するスライダ６４
０をさらに備えることができる。
【０５９３】
　スライダ６４０は、リンク部材６３０の回動運動を解除ピン６５０の直線運動として円
滑に伝達するために、第３ケース６８３内でスライディング運動する。
【０５９４】
　このために、スライダ６４０は、リンク部材６３０の他端部を収容して接触するように
一側に形成されたリンク収容部６４２と、両側部に突出形成されて、第３ケース６８３の
内側面に形成されているガイド溝６８４に挿入されてスライディングするガイド突起６４
４と、を有することが好ましい。
【０５９５】
　解除ピン６５０は、スライダ６４０と結合して固定されることで、リンク部材６３０が
スライダ６４０を押す時にスライダ６４０と共に動く。
【０５９６】
　また、バネ６６０の一側は、第３ケース６８３の内面に支持され、バネ６６０の他側は
、スライダ６４０のリンク収容部６４２の背面に支持される。
【０５９７】
　そして、プッシュレバー６２０は、取手３２がドア３０の側面に結合されるように、取
手３２の上端部から延びている延長部の内側面にガイド部６９０が形成されていることが
好ましい。
【０５９８】
　このガイド部６９０は、プッシュレバー６２０の上下運動を案内し、その上下運動の上
限と下限を制限するように上端部と下端部に突部が形成されている。
【０５９９】
　以下、図４２及び図４３を参照して、本発明のラッチスイッチ装置の作動を説明する。
【０６００】
　図４２は、ラッチスイッチ装置をリンク部材の軸方向から見た側面図であり、ボタンが
押されていない状態を示し、図４３は、図４２のラッチスイッチ装置においてボタンを押
してリンク部材が回動してある状態を示す側面図である。
【０６０１】
　図４２に示すように、ボタン６１０が押されていない状態では、プッシュレバー６２０
が押されないため、リンク部材６３０が回動しない状態にある。
【０６０２】
　そのため、リンク部材６３０がスライダ６４０を押さず、ドア３０の内面から突出して
いる解除ピン６５０が初期位置の状態を維持する。
【０６０３】
　この状態で、ボタン６１０と結合しているプッシュレバー６２０は、バネ６２６により
上方に付勢されているが、プッシュレバー６２０の上面が、ガイド部６９０の上端部に形
成されている突部に当接することで、プッシュレバー６２０と結合しているボタン６１０
がその装着部から上方に抜けることを防ぐ。
【０６０４】
　ここで、解除ピン６５０を囲んで設けられているバネ６６０も、第３ケース６８３の内
面に接触した状態でスライダ６４０をリンク部材６３０側に付勢している。
【０６０５】
　これにより、リンク部材６３０は、プッシュレバー６２０の下部におけるバネ６２６、
及び第３ケース６８３の内面とスライダ６４０との間におけるバネ６６０により、初期回
動位置を維持している。
【０６０６】
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　以降、使用者がボタン６１０を押すと、図４３に示すように、プッシュレバー６２０が
下方に移動しながらリンク部材６３０の一端部を所定角度回動させる。
【０６０７】
　これにより、リンク部材６３０の他端部がスライダ６４０を所定距離押すと、バネ６６
０が第３ケース６８３の内面に対して圧縮され、スライダ６４０と結合している解除ピン
６５０がドア３０の内面からさらに突出しながら第１ラッチ装置（図２２、５２０）の加
圧部（図２２、５２２）を押すようになる。
【０６０８】
　加圧部（図２２、５２２）が押されると、上述したように、第１ラッチ装置５２０のロ
ック状態が解除され、固定部材５５０の固定ピン５５２が第１ラッチ装置５２０から抜け
るようになる。
【０６０９】
　第１ラッチ装置（図２４、５２２）の具体的な動作については後述する。
【０６１０】
　使用者は、ボタン６１０を押して第１ラッチ装置（図２４、５２０）のロック状態を解
除してからドア３０を開くと、第１ラッチ装置（図２４、５２０）から固定部材（図２７
、５５０）が抜けるため、貯蔵容器１００が冷蔵室２０に結合された状態でドア３０から
分離され、ドア３０のみ開くことが可能になる。
【０６１１】
　<ラッチスイッチ装置　開閉装置>
　一方、本発明は、図４０乃至図４３に示すラッチスイッチ装置と異なる形態のラッチス
イッチ装置を含むこともできる。
【０６１２】
　ここで、他の形態のラッチスイッチ装置６００は、ドア３０が貯蔵室を開放した時に、
ボタン６１０が押されることを防止する機能を有する。
【０６１３】
　すなわち、ボタン６１０が押されると、上述したように、第１ラッチ装置５２０とドア
（図２９、３０）の固定部材（図２９、５５０）との連結が解除され、これによって、貯
蔵容器（図４、１００）がドア（図２９、３０）の内面から分離されて落ちることがある
ため、ドア（図２９、３０）が開放されている状態では、ボタン６１０が押されて動作す
ることを防止することが必要である。
【０６１４】
　図４４は、他の形態のラッチスイッチ装置６００の内部の構造を示す斜視図であり、図
４５は、その分解斜視図である。ここで、図４０乃至図４３に示すラッチスイッチ装置と
同一の構成要素には同一の図面番号を付するものとする。
【０６１５】
　まず、ラッチスイッチ装置６００は、ドア３０の取手に装着されているボタン６１０と
、ボタン６１０の押下に連動して回動するリンク部材６３０と、リンク部材６３０により
押されてラッチ装置５２０のロックを解除して作動させる解除ピン６５０と、を備えるこ
とが好ましい。
【０６１６】
　図４４に示すように、ボタン６１０は、ドア取手３２の上端部に突出するように装着さ
れ、使用者が取手３２を取って押すことができるようになっている。
【０６１７】
　リンク部材６３０は、ドア３０の内部で回動可能に装着される。
【０６１８】
　リンク部材６３０は、図４４に示すように、棒状のリンク両端部が互い垂直に延長形成
される。
【０６１９】
　リンク部材６３０が回動しながら解除ピン６５０を押すように構成される。
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【０６２０】
　解除ピン６５０は回動するリンク部材６３０により押され、図２４に示す第１ラッチ装
置５２０の加圧部（図２２参照、５２２）を押すようになる。
【０６２１】
　ラッチスイッチ装置６００は、ボタン６１０と連結され、押されるボタン６１０と共に
動いてリンク部材６３０を回動させるプッシュレバー６２０をさらに備えることが好まし
い。
【０６２２】
　プッシュレバー６２０は、ボタン６１０と連結されており、使用者がボタンを押すと、
ボタンと共に下方に動いてリンク部材６３０の一端部を回動させる。
【０６２３】
　このプッシュレバー６２０は、図４５に示すように、ボタン６１０と連結されて取手３
２内で上下にスライディングするスライディング部６２１と、スライディング部６２１の
上端部で水平に延長形成された水平延長部６２２と、水平延長部６２２の端部から下方に
延長形成された垂直延長部６２３と、垂直延長部６２３の下端部から突出形成され、リン
ク部材６３０の一端部が挿入されるリンク部材挿入部６２４と、を備えることが好ましい
。
【０６２４】
　また、プッシュレバー６２０は、スライディング部６２１の下端部に突起部６２５がさ
らに形成され、この突起部６２５が取手３２内におけるバネ６２６を加圧する構成とする
ことがより好ましい。
【０６２５】
　また、ラッチスイッチ装置６００は、ドア３０の内部に埋め立てられるケース６８０を
さらに備え、リンク部材６３０は、ケース内部に回動可能に装着されることが好ましい。
【０６２６】
　ケース６８０は、図４５に示すように、向かい合って結合する第１ケース部６８１及び
第２ケース６８２と、第２ケースの一側に結合して、解除ピン６５０を直線運動するよう
に案内する第３ケース６８３と、からなることが好ましい。
【０６２７】
　第１ケース部６８１及び第２ケース６８２には、互いにネジにより結合できるように複
数の結合孔が形成され、第２ケース６８２には、別途にドア３０に結合できるように結合
孔が形成されている。
【０６２８】
　また、第３ケース６８３にも、第２ケース６８２と結合するための結合孔が形成されて
いる。
【０６２９】
　ドア３０は、内部に断熱材が発泡されるため、ケース６８０は発泡される断熱材がケー
ス６８０の内部に入らないように密閉することが好ましい。
【０６３０】
　リンク部材６３０は、第１ケース部６８１と第２ケース６８２とからなるケース６８０
内に回動可能に装着され、この場合、リンク部材６３０を直接装着するよりは、２つの軸
受け部材６３１，６３２を介してケース６８０に装着することが好ましい。
【０６３１】
　リンク部材６３０の摩擦を軽減し、その回動運動を円滑にさせることができるためであ
る。
【０６３２】
　ラッチスイッチ装置６００は、解除ピン６５０を原位置に復元させるバネ６６０をさら
に備えることが好ましい。
【０６３３】
　リンク部材６３０が解除ピン６５０を押して加圧部５２２を押した後に、ボタン６１０
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を押す力が消えると、リンク部材６３０の回動力も消えるため、解除ピン６５０は元の状
態に復帰する必要がある。
【０６３４】
　そのために、バネ６６０が解除ピン６５０を囲むように挿入され、第３ケース６８３に
対して圧縮されてから復元力により伸びながら解除ピン６５０を原位置に復帰させる。
【０６３５】
　一方、解除ピン６５０は、第３ケース６８３内で直線運動するピン部材６５１と、該ピ
ン部材の端部に結合されるプッシュ部材６５２と、からなることが好ましい。
【０６３６】
　ここで、直線運動するピン部材６５１はプラスチックで形成し、加圧部５２２を押すプ
ッシュ部材６５２は弾性のゴム材質で形成する等、両部材を、異なる材質で形成すること
ができる。
【０６３７】
　ラッチスイッチ装置６００は、ケース６８０内にスライディング可能に装着され、リン
ク部材６３０の回動運動を直線運動に切り替えて解除ピン６５０に伝達するスライダ６４
０をさらに備えることができる。
【０６３８】
　スライダ６４０は、リンク部材６３０の回動運動を解除ピン６５０の直線運動として円
滑に伝達するために、第３ケース６８３内でスライディング運動する。
【０６３９】
　このために、スライダ６４０は、リンク部材６３０の他端部を収容して接触するように
一側に形成されたリンク収容部６４２と、両側部に突出形成されて、第３ケース６８３の
内側面に形成されているガイド溝６８４に挿入されてスライディングするガイド突起６４
４と、を有することが好ましい。
【０６４０】
　解除ピン６５０は、スライダ６４０と結合して固定されることで、リンク部材６３０が
スライダ６４０を押す時にスライダ６４０と共に動く。
【０６４１】
　また、バネ６６０の一側は、第３ケース６８３の内面に支持され、バネ６６０の他側は
、スライダ６４０のリンク収容部６４２の背面に支持される。
【０６４２】
　図４６に示すように、プッシュレバー６２０は、取手３２がドア３０の側面に結合され
るように、取手３２の上端部から延びている延長部の内側面にガイド部６９０が形成され
ていることが好ましい。
【０６４３】
　このガイド部６９０において左側部に形成されている第１ガイド部６９２は、プッシュ
レバー６２０の上下運動を案内し、その上下運動の上限と下限を制限するように上端部と
下端部に突部が形成されている。
【０６４４】
　ストッパ装置７００は、ドア３０が閉じる時に、本体１０の前面により押されてラッチ
スイッチ装置６００が作動できるようにする。
【０６４５】
　そのための具体的な構成として、図４４及び図４６に示すように、ストッパ装置７００
は、ドア３０が閉じる時に本体１０の前面により押されるプッシュバー７１０と、プッシ
ュバー７１０の移動に連動して回動することでラッチスイッチ装置６００のロック状態を
解除するストッパ７２０と、ストッパ７２０をロック位置に復元させるバネ７３０と、を
有することが好ましい。
【０６４６】
　プッシュバー７１０は、上記のガイド部６９０の右側に形成されてプッシュバー７１０
の水平方向への移動を案内する第２ガイド部６９４に支持されて水平にスライディング移
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動することが好ましい。
【０６４７】
　第２ガイド部６９４は、取手３２の延長部の右下側の隅部に形成され、プッシュバー７
１０が挿入されてスライディングすることを案内する。
【０６４８】
　プッシュバー７１０は、取手３２の延長部の右端部よりも突出するように装着されてい
る。
【０６４９】
　ストッパ７２０は、プッシュバー７１０と連結され、プッシュバー７１０の直線運動に
連動して回動するようになっている。
【０６５０】
　このストッパ７２０は、プッシュバー７１０が押されていない状態で、すなわち、プッ
シュバー７１０が取手３２側に移動せずに後方に突出している状態で、ラッチスイッチ装
置６００のプッシュレバー６２０と接触してプッシュレバー６２０が下方に移動すること
を防止する構成となっている。
【０６５１】
　バネ７３０は、ストッパ７２０をロック位置に復元させるように装着される。
【０６５２】
　バネ７３０は、ストッパ７２０の回動軸７２４に装着されるトーションバネとすること
が好ましい。
【０６５３】
　ストッパ７２０の一端部はプッシュバー７１０の移動によって回動するように連結され
、ストッパ７２０の他端部は、ラッチスイッチ装置６００の一側に突出している掛止爪（
図４４参照、６２７）と噛み合って、ラッチスイッチ装置が作動しないようにロック状態
を保持する折曲部７２６と、を有することが好ましい。
【０６５４】
　プッシュバー７１０には、ストッパ７２０の一端部であるプッシュバーとの連結部７２
２に突出形成された突起が挿入されるスロット７１２が、上下方向に形成されていること
が好ましい。
【０６５５】
　このスロット７１２は、プッシュバー７１０が直線運動をする時に、ストッパ７２０の
連結部７２２に設けられている突起がスロット７１２内に挿入されて上下しながらストッ
パ７２０が回動運動できるようにする。
【０６５６】
　ストッパ７２０の折曲部７２６は、回動軸７２４から下方に延びて左側に折り曲がるこ
とが好ましい。
【０６５７】
　プッシュレバー６２０にはストッパ７２０の折曲部７２６に引っ掛かるように側方に突
出している掛止爪６２７が形成されることが好ましい。
【０６５８】
　掛止爪６２７は、上下に移動しながらストッパ７２０の折曲部７２６に引っ掛かる以外
は、ストッパ７２０と干渉しないように形成されている。
【０６５９】
　以下、図４６及び図４７を参照して、本発明のラッチスイッチ装置６００とストッパ装
置７００の作動について説明する。
【０６６０】
　図４６は、ラッチスイッチ装置６００とストッパ装置７００の作動を示すために、リン
ク部材６３０の軸方向から見た側面図であり、図４７は、図４６のラッチスイッチ装置６
００とストッパ装置７００が作動した状態を示す側面図である。
【０６６１】
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　図４６に示すように、ドア３０が本体１０の前面に接して閉じない限り、ストッパ装置
７００のプッシュバー７１０が押されず、ストッパ７２０はラッチスイッチ装置６００の
作動を制限する初期位置に位置している。
【０６６２】
　この時、プッシュレバー６２０の掛止爪６２７は、ストッパ７２０の折曲部７２６と噛
み合うようになり、プッシュレバー６２０が下に移動することが制限される。
【０６６３】
　そのため、使用者がボタン６１０を押そうとしても、このボタン６１０と結合している
プッシュレバー６２０が下に動くことができず、ボタン６１０は押されない。ボタン６１
０が押されていない状態では、プッシュレバー６２０が押されず、リンク部材６３０が回
動していない状態である。
【０６６４】
　そのため、リンク部材６３０がスライダ６４０を押さず、解除ピン６５０は、ドア３０
の内面から突出している初期位置に位置する状態となる。
【０６６５】
　この状態では、ボタン６１０と結合したプッシュレバー６２０は、バネ（図２４、６２
６）により上方に付勢されているが、プッシュレバー６２０の上面が、ガイド部６９０の
上端部に形成されている突部に当接することで、プッシュレバー６２０と結合しているボ
タン６１０が上方に離脱することを防ぐ。
【０６６６】
　ここで、解除ピン６５０を支持するように設けられているバネ６６０も、第３ケース６
８３の内面に接触した状態でスライダ６４０をリンク部材６３０側に付勢している。
【０６６７】
　これにより、リンク部材６３０は、プッシュレバー６２０の下部におけるバネ６２６、
及び第３ケース６８３の内面とスライダ６４０との間におけるバネ６６０により、初期回
動位置を維持している。
【０６６８】
　したがって、ドア３０が本体１０を開放している状態では、ボタン６１０が動作しない
ため、第１ラッチ装置（図２４、５２０）の動作に影響を与えることができない。これに
より、貯蔵容器１００とドア３０との連結関係が形成される場合に、その連結関係を安定
して保持するこができる。
【０６６９】
　以降、冷蔵庫のドア３０が本体１０に閉じられると、図４７に示すように、本体１０の
前面がプッシュバー７１０を押して引き込ませる。
【０６７０】
　こうすると、ストッパ７００が図示のように回動し、プッシュレバー６２０の掛止爪６
２７が折曲部７２６に掛からず、下方に動けるような状態となる。
【０６７１】
　この状態で、使用者がボタン６１０を押すと、図４６に示すように、プッシュレバー６
２０が下方に移動しながらリンク部材６３０の一端部を所定角度回動させる。
【０６７２】
　これにより、リンク部材６３０の他端部がスライダ６４０を所定距離押すと、バネ６６
０が第３ケース６８３の内面に対して圧縮され、スライダ６４０と結合している解除ピン
６５０がドア３０の内面からさらに突出しながら第１ラッチ装置５２０の加圧部５２２を
押すようになる。
【０６７３】
　加圧部５２２が押されると、上述したように、第１ラッチ装置（図２４参照、５２０）
のロック状態が解除され、固定部材（図２９、５５０）の固定ピン５５２が第１ラッチ装
置５２０から抜けるようになる。
【０６７４】
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　結果として、使用者は、ドア３０が閉じている状態でボタン６１０を押して第１ラッチ
装置（図２２、５２０）のロック状態を解除してからドア３０を開くと、第１ラッチ装置
（図２２、５２０）から固定部材５５０が抜けるため、貯蔵容器１００が冷蔵室２０に結
合された状態でドア３０から分離され、ドア３０のみ開くことになる。
【０６７５】
　これにより、図１に示すように、貯蔵容器（図１参照、１００）が前面に露出されて、
使用者が物品を貯蔵容器１００から取り出したり貯蔵容器１００に収納したりすることが
可能になる。
【０６７６】
　一方、ボタン６１０を押す力が除去されると、ボタン（図４５、６１０）の下のバネ（
図４５、６２６）がプッシュレバー６２０とボタン６１０を上方に押し上げて復帰させる
。
【０６７７】
　以下では、添付の図面を参照しつつ、本発明の具体的な動作について説明する。
【０６７８】
　図４８Ａは、図２２に示す第１ラッチ装置５２０の平断面図であり、図４８Ｂは、図２
７に示す第２ラッチ装置５３０の平断面図である。
【０６７９】
　図２４の第１ラッチ装置５２０と図２７の第２ラッチ装置５３０は相互分離されており
、これは、相互連結されている図３３の第１、２ラッチ装置５２０，５３０と区別しなけ
ればならない。
【０６８０】
　まず、相互分離されている第１、２ラッチ装置５２０，５３０の動作について説明する
。
【０６８１】
　図４８Ａ及び図４８Ｂでは、貯蔵容器（図１、１００）がドア（図１、３０）に結着す
る状態とするために、第１、２ラッチ装置５２０，５３０に固定部材５５０が挿入されて
支持される様子を示す。
【０６８２】
　図４８Ａに示すように、固定部材５５０がハウジング５２１の挿入案内溝５２１１に挿
入される。
【０６８３】
　この状態で、固定部材５５０の固定ピン５５２が掛合溝５２４２に位置し、掛合溝５２
４２の側壁が固定ピン５５２を取り囲むように配置される。
【０６８４】
　すなわち、掛合溝５２４２が固定ピン５５２に対してストッパの役割を果たして、固定
部材５５０が外に離脱することを防止する。
【０６８５】
　この時、掛止部５２４の掛止ピン５２４７は、移動案内溝５２４４の右側に位置するこ
とで、掛止案内溝（図２３、１１２）に掛かることが防止される。これによって貯蔵容器
１００と本体１０との結着が解除される。
【０６８６】
　掛止部５２４が固定部材５５０を確実に支持するためには、この状態で掛止部５２４の
回動を防止しなければならない。
【０６８７】
　そのために、掛止部５２４の第１挿入溝５２４４に、運動案内部５２６に設けられてい
る挿入部５２６２が挿入されて回動を防止する。
【０６８８】
　一方、回動制限部５２５の第１延長部５２５２は、固定部材５５０の支持ピン５５２に
押されて挿入案内溝５２１１から後方へ移動し、これにより回動制限部５２５が全体的に
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回動して位置する。
【０６８９】
　図４８Ｂでも、固定部材５５０が第２ラッチ装置５３０のハウジング５３１の挿入案内
溝５３１１に挿入されている様子を示す。
【０６９０】
　この状態で、固定部材５５０の固定ピン５５２が掛合溝５３４２に位置し、掛合溝５３
４２の側壁が固定ピン５５２を囲むように配置される。
【０６９１】
　すなわち、掛合溝５３４２が固定ピン５５２に対してストッパの役割を果たして、固定
部材５５０が外に離脱することを防止する。
【０６９２】
　この場合に、掛止部５３４の掛止ピン５３４７は、移動案内溝５３４４の右側に位置し
ているため、掛止案内溝（図２６、１２２）に掛かることが防止される。
【０６９３】
　これにより、貯蔵容器１００と本体１との結着が解除される。
【０６９４】
　一方、回動制限部５３５の第１延長部５３５２は、固定部材５５０の支持ピン５５２に
押されて挿入案内溝５３１１から後方に移動し、これにより、回動制限部５３５が全体的
に回動して位置する。
【０６９５】
　図４９で、第１、２ラッチ装置の掛止部５２４，５３４の位置は、図４８Ａ及び図４８
Ｂの掛止部５２４，５３４の位置と同一であり、この時、ドア３０は本体の貯蔵室２０を
閉鎖した状態を維持する。
【０６９６】
　この時、掛止部５２４，５３４の掛止ピン５２４７，５３４７は掛止案内溝１１２，１
２２の右側に位置することから、掛止案内溝１１２，１２２に掛かることが防止される。
【０６９７】
　一方、ストッパ１１１，１２１はストッパ溝５２３，５３３に位置し、ストッパ溝５２
３，５３３はストッパ１１１，１２１の後方と側方を囲んでいる。
【０６９８】
　ただし、この状態でドア３０と貯蔵容器１００とが結着し、使用者がドア３０を引くと
、ドア３０と貯蔵容器１００が同時に前方に回動し、貯蔵室２０が開放される（図３Ｂの
状態を参考）。
【０６９９】
　特に、掛止ピン５２４７，５３４７は掛止案内溝１１２，１２２の右側に位置するが、
掛止案内溝１１２，１２２は前方に開放されている状態になるため、ドア３０及び貯蔵容
器１００と共に前方に移動しても、掛止案内溝１１２，１２２に掛かることなく自由に移
動することができる。
【０７００】
　これにより、ドア３０及び貯蔵容器１００を円滑に開放することが可能になる。
【０７０１】
　図５０Ａに示すように、第１、２ラッチ装置の掛止部５２４，５３４は、固定部材５５
０を捕まえる役割を果たす。
【０７０２】
　掛止部５２４，５３４の掛合溝５２４２，５３４２は、固定部材５５０の固定ピン５５
２を囲むことで、固定部材５５０が抜けることを防止する。
【０７０３】
　これで、ドア３０と貯蔵容器１００とが結着することが可能になる。
【０７０４】
　運動案内部５２６は、加圧部５２２の加圧動作によって動くもので、加圧部５２２が第
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１ラッチ装置５２０にのみ設けられているため、運動案内部５２６も第１ラッチ装置５２
０にのみ設けられればよい。
【０７０５】
　運動案内部５２６の挿入部５２６２は第１挿入溝５２４４に挿入されて掛止部５２４の
回動を防止する。
【０７０６】
　そして、運動案内部５２６に設けられる接触片５２６３は、加圧部５２２と接している
状態を維持し、加圧部５２２が前進する場合にはいつでも回動でき、そのために、掛止部
５２４の回動を誘発することができる。
【０７０７】
　図５０Ｂに示すように、第１、２ガイド支持部５１０，５４０にも固定部材５５０が挿
入される。第１、２ガイド支持部５１０，５４０に設けられている挿入案内溝５１３，５
４３は、斜線形態に形成されている状態で、固定部材５５０の固定ピン５５２の移動を案
内する。
【０７０８】
　固定ピン５５２が挿入案内溝５１３，５４３の最後方に位置すると、固定ピン５５２の
前方は、ハウジング５５１，５４１から延びた掛止突部５１６，５４６に遮られながら、
固定ピン５５２が斜線方向でない正面方向に抜けることを防止する。
【０７０９】
　図５１Ａは、第１ラッチ装置５２０から固定部材５５０が分離される中間過程を示す図
であり、図５１Ｂは、第１ラッチ装置５２０から固定部材５５０が完全に分離されている
状態を示す図である。
【０７１０】
　図４０または図４４に示す取手３２に設けられているボタン６１０を押すと、内部のリ
ンク構造が動作し、解除ピン６５０が後方へ移動する。
【０７１１】
　これにより、図５１Ａと図５１Ｂに示すように、解除ピン６５０によって加圧部５２２
がハウジング５２１の内部に移動し、運動案内部５２６の延長部５２６３を加圧する。
【０７１２】
　接触片５２６３が加圧されると、運動案内部５２６が回動をする。このとき、運動案内
部５２６の回動方向は、同図では時計回り方向である。
【０７１３】
　これによって、挿入部５２６３は、掛止部５２４の第１挿入溝５２４４から離脱する。
【０７１４】
　掛止部５２４は、運動案内部５２６及び第２弾性部材５２９２と連結されているため、
運動案内部５２６が時計回り方向に移動すると、運動案内部５２６によって引っ張られて
掛止部５２４は反時計回り方向に回動する。
【０７１５】
　そのため、掛合溝５２４２が側方から前方に回動し、これによって掛止ピン５２４７と
の掛合状態が解除され、掛止ピン５２４７が前方に移動できるような環境となる。
【０７１６】
　一方、掛止部５２４が反時計回り方向に回動すると、掛止ピン５２４７は移動案内溝５
２４４の左側に移動する。後述するが、これによって掛止案内溝（図２３、１１２）の左
側に移動して掛止案内溝１１２の延長溝の掛止突部（図２３、１１２ａ）に囲まれるよう
になる。
【０７１７】
　一方、回動制限部５２５の第１延長部５２５２は、固定部材５５０の固定ピン５５２と
接触している状態であるが、回動制限部５２５は第１弾性部材５２９１に連結されている
。第１弾性部材５２９１は第２延長部５２９２側に連結されており、第２延長部５２９２
を引っ張る弾性復元力を提供し、これにより、回動制限部５２５は時計反対方向に回動し
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ようとする性質を持つ。
【０７１８】
　したがって、固定部材５５０が掛止部５２４と掛合状態が解除されると、回動制限部５
２５は時計反対方向に回転しながら、第１延長部５２５２は掛止ピン５２４７を前方に押
し出す。
【０７１９】
　この状態で、使用者がドア（図１参照、３０）を前方に引くと、固定部材５５０は挿入
案内溝５２１１から前方に抜け出る。
【０７２０】
　そして、固定部材５５０が完全にラッチ装置５２０から離脱すると、回動制限部５２５
が時計反対方向にさらに回転し、回動制限部５２５に設けられている挿入部５２５５が掛
止部５２４に設けられている第２挿入溝５２４５に挿入される。
【０７２１】
　これにより、掛止部５２４がさらに回動することを防止することができる。
【０７２２】
　これによって、ドア３０と貯蔵容器１００とが分離されて貯蔵容器１００は本体１０に
位置し、使用者がドア３０を引いて開放すると、貯蔵容器１００の前面が露出され、使用
者が物品を収納したり取り出したりすることができる。
【０７２３】
　第２ラッチ装置５３０は、第１ラッチ装置５２０において運動案内部５２６が省略され
たもので、掛止部と固定部材間の結合及び分離は、第１ラッチ装置５２０と同一なので、
第２ラッチ装置５３０と固定部材５５０との分離動作は、上述した第１ラッチ装置５２０
と固定部材５５０との間の分離動作についての説明に代えるものとする。
【０７２４】
　図５２に示す第１、２ラッチ装置の掛止部５２４，５３４の位置は、図５１Ａ及び図５
１Ｂの掛止部５２４，５３４の位置と同一であり、この時、ドア３０は開放状態となり、
貯蔵容器１００は貯蔵室２０入口に配置された状態となる。
【０７２５】
　この時、掛止部５２４，５３４の掛止ピン５２４７，５３４７は、掛止案内溝１１２，
１２２の左側に位置している延長溝に位置し、延長溝の前方縁に形成されている掛止突部
１１２ａ，１２２ａに隣接して配置されることで、前方に移動することが制限される。
【０７２６】
　一方、ストッパ５２３，５３３は、ストッパ溝１１１，１２１に位置し、ストッパ溝１
１１，１２１はストッパ５２３，５３３の後方と側方を取り囲んでいる。
【０７２７】
　この状態でドア３０と貯蔵容器１００とが分離され、使用者がドア３０を引くとドア３
０のみ前方に回動し、貯蔵容器１００が開放される（図３Ｃの状態を参照）。
【０７２８】
　掛止ピン５２４７，５３４７は、掛止案内溝１１２，１２２の左側に設けられている延
長溝に位置するが、延長溝は、掛止突部１１２ａ，１２２ａによってその前方が遮られて
いるため、ドア３０を前方に開放しても、掛止突部１１２ａ，１２２ａに掛止ピン５２４
７，５３４７が掛かって前方に移動することが制限される。
【０７２９】
　これにより、ドア３０の円滑に開放することができる。
【０７３０】
　図５３Ａに示すように、第１、２ラッチ装置の掛止部５２４，５３４は、固定部材５５
０から分離される。
【０７３１】
　掛止部５２４，５３４の掛合溝５２４２，５３４２は前方に向いており、固定部材５５
０の固定ピン５５２を取り囲むような状態が解除され、これによって固定部材５５０が前
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方に離脱することができる。
【０７３２】
　これで、ドア３０と貯蔵容器１００とが分離される。
【０７３３】
　運動案内部５２６は加圧部５２２の加圧動作によって動き、また、加圧部５２２が第１
ラッチ装置５２０にのみ設けられるので、運動案内部５２６も第１ラッチ装置５２０にの
み設けられればいい。
【０７３４】
　運動案内部５２６の挿入部５２６２は、第１挿入溝５２４４から離脱して掛止部５２４
の回動を案内する。
【０７３５】
　そして、運動案内部５２６に設けられている接触片５２６３は、加圧部５２２と接して
いる状態を維持し、加圧部５２２が前進して、回動でき、これによって掛止部５２４の回
動を誘発することができる。
【０７３６】
　図５３Ｂに示すように、第１、２ガイド支持部５１０，５４０から固定部材５５０が離
脱する。
【０７３７】
　第１、２ガイド支持部５１０，５４０に設けられている挿入案内溝５１３，５４３は斜
線形態で形成されている状態で、固定部材５５０の固定ピン５５２の離脱移動を案内する
。
【０７３８】
　第１、２ガイド支持部５１０に隣接した固定部材５５０は曲線を描きながら回動するた
め、斜線方向に形成されている挿入案内溝５１３，５４３の案内により前方に移動でき、
これによって第１、２ガイド支持部５１０，５４０は固定部材５４０から分離することが
可能になる。
【０７３９】
　上記では貯蔵容器１００とドア３０とが結合している状態で分離される過程を説明した
が、分離されている状態で再び結合する過程は、上記の過程と逆順にすればいい。
【０７４０】
　上述したように、第１ラッチ装置５２０と固定部材５５０との結合及び分離過程は、実
質的に第２ラッチ装置５３０と固定部材５５０との間の結合分離過程と類似しているので
、第１ラッチ装置５２０に関する説明を、第２ラッチ装置５３０に関する説明に代えるも
のとする。
【０７４１】
　すなわち、図５１Ｂのように固定部材５５０と第１ラッチ装置５３０とが分離されてい
る状態で使用者がドア３０を押して、図５１Ａのように固定部材５５０をラッチ装置５２
０に進入させる。
【０７４２】
　固定部材５５０は、挿入案内溝５２１１に挿入され、回動制限部５２５の第１延長部５
２５２を後方に押すようになる。
【０７４３】
　そのため、回動制限部５２５は時計回り方向に回転し、これによって回動制限部５２５
の挿入部５２５５が掛止部５２４の第２挿入溝５２４５から離脱する。
【０７４４】
　これによって掛止部５２４は時計回り方向に回動可能になる。
【０７４５】
　固定部材５５０の固定ピン５５２は、掛合溝５２４２に進入し、掛合溝５２４２を後方
に押して掛止部５２４自体を時計回り方向に回転させる。
【０７４６】
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　掛止部５２４が時計回り方向に回転をすると、掛止部５２４と第２弾性部材５２９２に
よって連結されている運動案内部５２６が引っ張られる。
【０７４７】
　これによって運動案内部５２６が反時計回り方向に回転する。
【０７４８】
　したがって、第１挿入溝５２４４と運動案内部５２６の挿入部５２６２が近接する。
【０７４９】
　そして、固定部材５５０が完全に進入すると、掛止部５２４の掛合溝５２４２は側方を
見ることになり、固定ピン５５２は掛合溝５２４２に取り囲まれるようになる。
【０７５０】
　そして、運動案内部５２６の挿入部５２６２が第１挿入溝５２４４に挿入されて掛止部
５２４の回動を制限する。
【０７５１】
　これで、固定部材５５０が掛止部５２４に完全に拘束され、前方に離脱することが防止
される。
【０７５２】
　図４８Ａ乃至図５３Ｂは、図２２に示す第１ラッチ装置５２０及び図２５に示す第２ラ
ッチ装置５３０の動作と関連しているものである。
【０７５３】
　図３３に示す相互連結されている第１、２ラッチ装置５２０，５３０の場合、その動作
は実質的に図２４の第１ラッチ装置５２０と同一である。
【０７５４】
　したがって、図３３に示す第１、２ラッチ装置５２０，５３０についての説明は、図２
４に示す第１ラッチ装置５２０についての図４８Ａ乃至図５３Ｂによる説明に代えるもの
とする。
【０７５５】
　図５４に示すように、貯蔵容器（図１参照、１００）が貯蔵室に配置されている場合で
は、第１、２ラッチ装置のストッパ５２３，５２４が、貯蔵室入口２４または引出し２３
の上面に設けられているストッパ溝１１１，１２１に位置する。
【０７５６】
　また、第１、２ガイド支持部に設けられているストッパ５１４、５４４は、貯蔵室入口
２４または引出し２３の上面に支持されるストッパ溝１３１，１４１に位置する。
【０７５７】
　ここで、第１、２ラッチ装置のストッパ５２３，５２４が挿入されるストッパ溝１１１
，１２１と、第１、２ガイド支持部に設けられているストッパ５１４、５４４が挿入され
るストッパ溝１３１，１４１は、異なる形状となっている。
【０７５８】
　これは、ドア（図１参照、３０）及びドア３０に結合している貯蔵容器１００が回動す
る場合に、ドアのヒンジ部（図１参照、１３）に近接する箇所では微細な回動軌跡が曲線
を描くが、回動部から遠い箇所では微細な回動軌跡が略直線の曲線を描くからである。
【０７５９】
　したがって、ここで、第１、２ラッチ装置のストッパ５２３，５２４が挿入されるスト
ッパ溝１１１，１２１は前方に開放されており、入口から奥側に向かって漸次狭まる形状
となる。
【０７６０】
　そして、上記入口は前方を見るように配置される。
【０７６１】
　しかし、第１、２ガイド支持部に設けられているストッパ５１４，５４４が挿入される
ストッパ溝１３１，１４１は、曲線軌跡に対応するように斜線方向に配置されており、入
口も斜線方向を見るようになっている。
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【０７６２】
　第１、２ラッチ装置のストッパ５２３，５２４と、第１、２ガイド支持部に設けられて
いるストッパ５１４，５４４は両方も、円形の断面を有すると好ましく、ストッパ溝１１
１，１２１、１３１，１４１の後方形状は、第１、２ラッチ装置のストッパ５２３，５２
４と、第１、２ガイド支持部に設けられているストッパ５１４，５４４に対応するように
曲面形態となる。
【０７６３】
　ただし、後方形状は、第１、２ラッチ装置のストッパ５２３，５２４と、第１、２ガイ
ド支持部に設けられているストッパ５１４，５４４の形状によって他の形状にしてもよい
。
【０７６４】
　このような構造下で、ドア３０と貯蔵容器１００とが結合した状態で図５５のようにド
ア３０が開いていたが、ドア３０を閉じると、貯蔵容器１００が貯蔵室（図２参照、２０
）の入口に位置する。
【０７６５】
　ドア３０の押される力により貯蔵容器１００が貯蔵室２０の方向に押されて入ることと
なる。
【０７６６】
　この時、第１、２ラッチ装置のストッパ５２３，５２４と、第１、２ガイド支持部に設
けられているストッパ５１４，５４４がストッパ溝１１１，１２１，１３１，１４１に進
入し、ストッパ溝１１１，１２１，１３１，１４１の後方に掛かって図５５のような状態
となる。
【０７６７】
　これによって、第１、２ラッチ装置のストッパ５２３，５２４と、第１、２ガイド支持
部に設けられているストッパ５１４，５４４は、それ以上貯蔵室の内部方向に進入するこ
とが防止され、これにより、貯蔵容器１００も貯蔵室の内部に所定距離以上進入すること
が防止される。
【０７６８】
　図５６に示すように、第１、２ラッチ装置（図２２，図２５、図３１参照、５２０，５
３０）によってドア３０と貯蔵容器１００とが結合している状態で、ドア３０が前方に引
っ張られると、連結支持装置２００の回動部材２２０と貯蔵室２０の上部傾斜面１５との
間の接触が解除される。
【０７６９】
　したがって、回動部材２２０は連結部材２３０を加圧しなくなり、連結部材２３０は固
定部２１０に掛かるようになる。
【０７７０】
　まるでハンガーを洋服掛けに掛けて支持させるように、連結支持装置２００が固定部２
１０に掛かるようになる。
【０７７１】
　したがって、連結支持装置２００が配置される貯蔵容器１００は、連結支持装置２００
によって固定部２１０に掛かって連結され、これによってドア３０の後方に配置された状
態が保持される。
【０７７２】
　これにより、連結支持装置２００及び第１、２ラッチ装置（図１３、図１６Ａ及び図１
６Ｂ参照、５２０，５３０）によってドア３０と貯蔵容器１００との間の結合または連結
関係を安定的に保持することができる。
【０７７３】
　そのため、ドア３０を動かして回動させる場合に、貯蔵容器１００も共に動くことがで
き、ドア３０から脱去することを防止することができる。このように貯蔵容器１００とド
ア３０との間の結合または連結が維持された状態でドア３０を開放すると、貯蔵室２０が
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開放されるので、使用者は物品を貯蔵室２０内に収納したり貯蔵室２０から取り出したり
することができる。
【０７７４】
　一方、図５７に示すように、第１、２ラッチ装置（図２４、図２７、図３３参照、５２
０，５３０）によってドア３０と貯蔵容器１００が結合したり、分離されたりしている状
態で、ドア３０が貯蔵室２０を閉鎖すると、連結支持装置２００のヒンジ部材２２０が貯
蔵室２０の上部傾斜面１５に接触する。
【０７７５】
　そのため、回動部材２２０は前方／下向に回動し、連結部材２３０を加圧することで、
連結部材２３０は後方／上向に回動する。
【０７７６】
　これにより、連結部材２３０と固定部２１０との間の連結状態または掛合状態が解除さ
れる。
【０７７７】
　特に、第１、２ラッチ装置５２０，５３０とドア３０との間の連結関係が解除され、第
１、２ラッチ装置５２０，５３０と本体１０との間の連結関係が具現された状態で、連結
支持装置２００と固定部材５５０との間の連結関係が解除されると、貯蔵容器１００とド
ア３０との間のすべての連結関係が解除される。
【０７７８】
　したがって、ドア３０を動かして回動させる場合に、貯蔵容器１００は貯蔵室２０の前
方に配置されたままで、ドア３０のみ動く。
【０７７９】
　したがって、貯蔵容器１００の前面が露出されるので、使用者は、貯蔵容器１００の前
方に近づいて貯蔵容器１００に物品を収納したり、貯蔵容器１００から物品を取り出した
りすることができる。
【０７８０】
　上述したように、貯蔵容器支持アセンブリの構成は、連結支持装置２００、第１、２ラ
ッチ装置５２０，５３０、及び第１、２ガイド支持部５１０，５４０で構成される。
【０７８１】
　上述したように、貯蔵容器支持アセンブリが第１モードを行う場合には、ドア３０と貯
蔵容器１００が相互連結されて一体に回動する（図２及び図３Ｂ参照）。
【０７８２】
　この時には貯蔵室２０が開放され、使用者の接近が可能である。
【０７８３】
　一方、貯蔵容器支持アセンブリが第２モードを行う場合には、ドア３０と貯蔵容器１０
０が相互分離され、本体１０と貯蔵容器１００とが連結され、ドア３０が開放されると貯
蔵容器１００の前面入口部分が露出されるため、使用者は貯蔵容器１００への接近が可能
である（図２及び図３Ｃ参照）。
【０７８４】
　貯蔵容器支持アセンブリが第１モードを行う場合には、第１、２ラッチ装置５２０，５
３０がドア３０の固定部材５５０と連結された状態を維持する。
【０７８５】
　また、貯蔵容器支持アセンブリが第１モードを行う場合には、第１、２ガイド支持部５
１０，５４０に固定部材５５０が挿入されて支持される状態となる。
【０７８６】
　そして、貯蔵容器支持アセンブリが第１モードを行いながら、ドア３０が貯蔵室２０を
開放した状態では、連結支持装置２００がドア３０に設けられている固定部２１０と連結
状態となる。
【０７８７】
　一方、貯蔵容器支持アセンブリが第２モードを行う場合には、ドア３０と貯蔵容器１０



(62) JP 5658198 B2 2015.1.21

10

20

０が相互分離され、本体１０と貯蔵容器１００とが連結される。
【０７８８】
　この時、ドア３０を回動させても、貯蔵容器１００は本体１０の貯蔵室２０の入口に配
置されてその位置を維持する。
【０７８９】
　この場合、貯蔵容器１００が開放され、使用者の接近が可能である。
【０７９０】
　貯蔵容器支持アセンブリが第２モードを行う場合には、第１、２ラッチ装置５２０，５
３０がドア３０の固定部材５５０から分離され、貯蔵室２０の入口に設けられている掛止
案内溝１１２，１２２に掛かった状態となる。
【０７９１】
　また、貯蔵容器支持アセンブリが第２モードを行う場合には、第１、２ガイド支持部５
１０，５４０に固定部材５５０が挿入されるが、この挿入状態が維持されるのではなく、
ドア３０の開放時には、固定部材５５０が第１、２ガイド支持部５１０，５４０から離脱
する。
【０７９２】
　そして、貯蔵容器支持アセンブリが第２モードを行いながら、ドア３０が貯蔵室２０を
開放した状態では、連結支持装置２００はドア３０に設けられている固定部２１０と連結
されない状態となる。
【０７９３】
　以上本発明の好適な実施例を説明したが、本発明の範囲は、このような特定実施例に限
定されるものではなく、当該分野における通常の知識を有する者であれば、本発明の特許
請求の範囲に記載された範ちゅう内で適宜の変更が可能であろう。

【図１】 【図２】
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